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高たか山やまカツヒコ






　この小説は『喰が霊れい -零ゼロ-』の数年前を描いた外伝です。

『喰霊 -零-』は『少年エース』で連載されたコミックス《喰霊》を原作にしたテレビアニメで、《喰霊》の三年前を描いた言わば「外伝」のようなアニメですから、この小説は「外伝のさらに外伝」ということになるでしょうか。

　アニメの放映から十周年ということで何かできないだろうかと思い、放送直後に前後編二話のＯオリジナルＶビデオＡアニメとして企画された脚本を、あらためて小説として書きなおしはじめました。

　黄泉よみ、神楽かぐら、冥めいといったヒロインたちの姉妹愛や確執につながる出で逢あい。

　悪霊を除霊する秘密組織「超自然災害対策室」の神じん宮ぐう寺じ室長や二に階かい堂どう桐きりといったメンバーの過去。

　すべての始まりである「殺せつ生しよう石せき」と三み途と河がわカズヒロの足取りが明かされます。

　残念ながら当時、ＯＶＡとしての企画は頓とん挫ざしてしまったのですが、こうして小説という形で皆さんにお届けできるのは幸いです。

　テレビシリーズの当時はまだ連載の真っ最中だった原作《喰霊》が完結した今だからこそ、最終話までの設定と、瀬せ川がわ先生の同人誌《喰霊[image: 0.5]》（！）も踏まえながら再構成する事ができました。




　しかしながら、元原稿が自分で書いたストーリーであるにもかかわらず、物語が「カット単位」で書かれたアニメ脚本を「文章単位」で書く小説に調整するのは、やはり手のかかる作業でした。

　カットというのは映像作品の単位で、「絵と音」でできています。

　つまり、脚本はすべての文章が何らかの「絵」または「音」で描けるように設計して書かなければいけませんので、小説のような自由度はありません。

　小説は、読んだ読者の心の中にイメージとして完成するので、現実に絵や音として再現できなくても成立するため、表現できる幅がとても広いのです。

　なので、絵と音だけで描く前提の脚本をそのまま小説にすると、展開を主軸に置いた少しばかり淡泊な仕上がりになりがちです。

　例えばですが、適当に文章を書いてみます。




「彼女は心の片隅で、幸せだった時間を偲しのびながらも、まるですべての過去を忘れてしまったかのように、その大切な人と刃やいばを交えた」




　一文の中に「過去」と「現在」と「感情」と「行動」が同時に描かれています。

　そして少しばかり「閉じたシーン」で、具体性に欠ける抽象的な文です。

　この一文を映像で表現する場合、どのようにカットを組み立てるかは様々なプランを考える事ができます。

「過去の回想シーンと現在の戦闘シーンをカットバックする（シーンを交互に描く）」とか。

「独白台詞モノローグで自分の感情を語りながら戦闘する」とか。

「ナレーションで状況を説明しながら戦闘シーンを描く」なんて方法もあります。

　脚本では、どのプランで描くかまでを決めて表記します。

　そうしないと、絵コンテを描く人がプランを最初から考えなければいけませんし、もしそれが違っていたら、後で監督がそのシーンをまるまる描き直すことになります。

　手間だけでなく、スケジュールやモチベーションにも大きく影響してしまいます。

　これが実写作品になると、ロケやセットの数も、役者や衣装の手配も、撮影のスケジュールも予算も組む事ができません。

　そこで、先ほどの一文を脚本の形にします。

　まず、文章を具体的な「開いたシーン」に直し、過去の回想シーンと現在の戦闘シーンのカットバックというプランでいきます。





□樹海（夕暮れ）




歩いてきた神楽。

見ると、既に黄泉が佇たたずみ待っている。




黄泉「覚悟。出来た？」

神楽「…………」

黄泉「そう。おいで」




獅し子し王おうを抜き、構える黄泉。

腰に舞マイ蹴ケルを構え、鞘さやの撃鉄を起こす神楽。

どちらからともなく、駆け寄る２人。

次第に加速し、足が速くなる。

互いに狙い定め、急速に間合いを詰める。

一いつ閃せん。

互いの刀がぶつかり合う。

黄泉に打ち込む神楽。

黄泉も、容赦なく神楽に打ち込む。






　　　　×　×　×





──回想・カットバック。

黄泉と神楽の出会い。語らい。

数々の、共に過ごした２人の幸せな時間

が脳裏を過ぎる。

道場の『鬼き手しゆ仏ぶつ心しん』の書。

＃７話の、稽古の神楽と黄泉。






　　　　×　×　×





それらの回想が、樹海で丁々発止と戦う

２人の姿とカットバックされる。

次々と黄泉に打ち込む神楽。

その神楽の表情には、もう迷いはない。

互いに打ち込む二人、鍔つば迫ぜり合いになる。

刀を交えたまま、睨にらみ合う二人。




神楽「黄泉……大好きだよ」

黄泉「！」

神楽「私……黄泉がどんなになっても、大好

　　きだから……！」






　これは決定稿になった『喰霊 -零-』の脚本の一部です。

〝互いの刀がぶつかり合う〟から〝その神楽の表情には、もう迷いはない〟までが先ほど書いた一文になるわけですが、せっかくなのでその前後も少し記載しました。

　一般的な小説の文体と比べると、脚本は飾りっ気がないとてもシンプルな文体で、文章そのものにはあまり面白みはありません。

　事象と台詞を順番に羅列してあるだけです。

　一般には、テレビアニメの脚本を読む機会は少ないと思います。

　声優さんがアフレコの時に使う「アフレコ台本」なら、特典や視聴者プレゼントで目にする機会もあると思いますが、今のアニメの現場では、脚本はデータファイルとコピーで配布される内部資料なので、なかなか一般に出回る事はありません。

　アフレコ台本の事を脚本と勘違いされている方もよくいらっしゃるくらいです。

　脚本の書式は「縦書き」で「縦二十文字」と決まっていて、二百字詰め原稿用紙に換算して作品の尺（時間）を計る目安にします。

　ちょっと特殊な書式で、小説とは読み方が異なり、ストーリーだけでなく予算やスケジュールまで計算できる書き方をする必要があります。

　先ほどの一文をこのような脚本にすると、過去の回想シーンはバンクフィルム（制作済みの前話数からのカット流用）が使える事が分かります。

　この部分の具体的なアクションは、展開に影響がないので演出に任せる書き方です。

　しかし展開に絡むアクションは、〝互いに打ち込む二人、鍔迫り合いになる〟と、具体的に書き込まれています。

　このように脚本は、絵コンテや演出に対する指示書としての役割も担います。

　実際はここから更に、絵コンテや演出などでアイデアの追加や調整が入り、さまざまな変更が加えられます。

　その変更を加えるための土台としても、アニメ脚本ではすべて「具体的に開いたシーン」として書いておくことが要求されます。

　それによって、監督が絵コンテのプランを事前に決定でき、無駄な失敗を避けながらアイデアを加える事ができます。

　スケジュールとクオリティーにプラスに働くわけです。

　基本的に、文学的表現も隠いん喩ゆも使いません。

〝そこには薔ば薇らの微笑みがあった〟なんて書くと、「このカットは花が笑ってる絵を描くのですか？」って話になりかねないのです！

「そんな事も判断できないのか？」と思われるかもしれませんが、仕事として作業の確認をしなければいけません。

　時として、本当に花が笑う演出をする作品もあり得るからです。

　余計な手間と、勘違いによるトラブルを防ぐためにも、書き方に制限があるわけです。

　時々、小技として文学的表現を使う事もありますが、それが効果を生むポイントは限られているので、脚本を書き慣れた人が理解して使わないと、絵コンテ以降の作業でトラブルを生む事になったりします。




　さて。

　今回は、いつもと勝手が違います。

　脚本家の本業である「小説原作を基に、アニメ脚本を書く仕事」とは逆方向の執筆です。

　過去に書いた脚本から小説への変換です。

　いつもの脚本では書いてはいけなかった事を小説では書かなければいけません。

　実は、「アニメ脚本」と「小説」では、表現に適した作劇法も大きく異なります。

　これについて語ると、それだけで本が一冊書けてしまうくらい膨大な説明になるので今回は割愛しますが、小説化にあたっての変更点は多岐にわたり、当時書かれた脚本とはプロット（あらすじの組み立て方）までも変わってしまいました。

　それにくわえて、私自身にはカットで物語を考える習慣が染みついているため、小説形式に書き換えるには少々困難な面もありました。

　自分にとって気持ちの良い表現でもあるので、カット単位の表現も多く残っていますが、こればかりは書き手のスタイルという事でご容赦下さい。




　とは言っても、大変な事ばかりではありません。

　小説には脚本よりも書きやすい部分もたくさんあります。

　脚本はあくまでも設計図であって、完成品ではありません。

　次のスタッフに脚本を託し、次々と手が加えられて完成に向かう中での「中間素材」でしかありません。

　そのために、誰が読んでも制作手順が読み取れるように明文化されているルールとフォーマット、暗黙の了解になっているセオリーがたくさんあります。

　それを間違えるとスタッフが仕事を引きつぐのが難しくなり、設計図として機能しなくなってしまいます。

　しかし小説は、書き上げたものがそのまま完成作品になります。

　たとえるなら設計図ではなく絵画です。

　完成するならば、さまざまなスタイルやフォーマットが許されます。

　次のスタッフに引きつぐわけではないので、自分のルールで書いてもかまいません。

　もちろん、商業作品の小説の場合は読者が読む時の事も考えなければいけませんので、それなりのセオリーもありますが、作家の芸術作品としての表現だけでよいなら、読者を無視する事すら許されます。

　脚本では許されない自由がたくさんある小説は、表現としてとても楽しいジャンルです。




　そしてアニメ脚本には「できるだけ簡潔な表現で、少ない文字数で描く」という小説とは反対のセオリーもあります。

　いかにページを埋めるかではなく、いかに少ない枚数で書くかが重要な仕事です。

　テレビは一話あたりの放送時間が決まっているために、長い脚本を書くことが許されないのです。

　しかし、書き下ろしの小説では、多少なら長くなっても許されます。

　ページ数を増減して調整できるだけでなく、一ページの行数や文字数を増減して調整する事までできます。

　紙の出版物ではフォントのサイズを変えてページ数を調整するという方法もないわけではありません。

　多少長く書いても許されるというのは、アニメ脚本家にとっては夢のような執筆です。

　放送時間内に収めるために、考えたアイデアを泣く泣く切って捨てる毎日で、たくさんのアイデアが捨てられるなんて事も日常茶飯事です。

　そんな仕事をしていると、枚数を気にせずに考えたことを全部書けるのは実に楽しい執筆なのです。

　そして、基になっているアニメ三十分の脚本よりずっと長くなってしまいました。




　そんなこんなで『喰霊 -零-』から十年を経て、その物語の兆候きざしから描いた『喰が霊れい -萌きざし-』をお送りします。

　外伝の外伝という変則的なエピソードですが、お付き合い頂けたら幸いです。
















序　星紡　─ ほしのつむぎ ─







　１９９９年。

　巷ちまたでは、ノストラダムスの予言が流行はやっていた。

　ノストラダムスとは16世紀フランスの医師であり、詩人であり、『ミシェル・ノストラダムス師の予言集』を書いた占星術師でもある。

　その百詩篇・第10巻にこのような詩がある。





１９９９年、７番目の月、

空より恐怖の大王が降臨する。

偉大なアンゴルモアの王を復活させ、

幸運をもって前後にマルスが君臨する。






　この詩の『恐怖の大王』を巨大隕いん石せきや核ミサイルと解釈し、「１９９９年７月に人類が滅亡する」という説が１９７０年頃からまことしやかに噂されていた。

　東西の冷戦が激化して核戦争の不安が大きくなっていた時代ということもあり、まじめに人類滅亡説を信じる者もいた。

　信じないまでも、多くの人は不安を抱いたり、興味を持ったりしていた。

　ノストラダムスの関連書籍も数多く出版され、テレビ番組でも何度も取り上げられた。

　映画も製作され、世紀末の不安と共に大きな社会現象となっていた。

　どうせもうすぐ滅亡して死ぬのだからと、刹せつ那な的に生きる者までいた。

　しかし、実際に１９９９年７月が近付いても核戦争や大災害が起きる様子はなく、平和な国は平和なまま、そうでない国もそれなりに、いつもどおり月日が過ぎていた。

　そして人々は何事もなかった７月に安あん堵どと、ちょっとした期待ハズレを感じながら、いつもどおりの生活を続け、気がつくと人類滅亡ブームはいつのまにか去っていた。

　そう──人類滅亡の予言はまやかしだったと。




　時はそれから少しだけ過ぎた１９９９年８月11日──ヨーロッパを中心に、二十世紀最後の皆既日食が観測された。

　日食は古来、不吉なものと言われていた。

　北欧神話では、日食は太陽を巨大な狼スコルが飲み込んで起きると言われていた。

　ヒンドゥー教では、日食は魔神ラーフが太陽を飲み込んで起きると言われていた。

　ネイティブアメリカンの部族でも、日食は不吉なものとして扱われ、睡眠も食事も禁止され、ただ日食が終わるのを静かに待ち続けていた。

　日本の神道でも、日食は忌み嫌われた。

　日食は、太陽が隠れる事により生気が失われ、気きが枯かれる＝すなわち穢けがれである。

　日食の光は霊的に穢れなのだ。

　この日、土つち宮みや家第二十六代目頭主である土つち宮みや舞まいは不穏な波動を感じた。

　その和服を着た髪の長い女性の左耳たぶで、ピアスのように埋め込まれた豆粒ほどの小さな赤い石が、微かすかな霊光を放っていた。

　舞は赤い石の小さな鳴き声を感じて、訪れるであろう悲しい未来を予感して憂慮した。

　そんな母の様子に気付いた娘がたずねた。

「どうしたの、お母さん？」

「ううん。なんでもないわ。いい子ね、神楽かぐら。おやすみなさい」

　舞はまだ幼い娘の髪をなでてやった。

「おやすみなさい」

　神楽は髪を滑る母の指の感触に安心して、目を閉じた。

　舞は神楽が眠りにつくと、静かに寝室を後にして、庭に向かった。

　庭では新月の夜空の下、夫の雅が楽らくが目を閉じて佇んでいた。

　武道で鍛えた頑丈そうな体つきの男性は、修行で研ぎ澄ました精神を集中して、闇夜に耳を傾けていた。

　舞は、語りかけた。

「石が鳴いています」

　雅楽は目を閉じたままたずねた。

「そうか。良くないものが目覚めるのか？」

「はい。おそらく」

「この長い歴史の中で、我々の時代に当たるのか。因果なものだな」

「覚悟はできています。土宮家の宿命ですから。あえて零こぼすなら、神楽の事が気がかりなだけ」

「そうだな」

　雅楽は目を開けると、舞に視線を向けた。

「私の代を最後に、この宿命を終わらせたいものだ」

「それは私も同じ想いです。神楽やあなたに背負わせずに済むなら、多くは望みません」

「願わくはその宿命、お前ではなく、私が先に継いでまっとうしたかったものだ」

「そればかりは詮せん無なき事です。あなたと出逢う前から〝この子〟は私が継いでいましたから」

　そう言って舞は、左耳の殺せつ生しよう石せきを人差し指でなでた。

　殺生石は、どこからともなく発せられた波動に共鳴して、赤い霊光を放っていた。

　それはちょうど地球の裏側で、欠けた太陽が皆既帯から少し外れたイタリアはローマの地、バチカン市国を照らしている時だった。

　バチカンの地下施設で厳重に封印された遺物が、日食の穢れた光によって目覚めようとしている時だった。

　現代の暦こよみは、グレゴリオ暦で数えられている。

　ノストラダムスの時代はまだグレゴリオ歴ではなく、ユリウス暦であった。

　この日はユリウス暦に直すと、１９９９年の〝７月〟であった。




　　　　×　×　×




　暗闇に白い手が浮かび上がっていた。

　炎に照らされたその細い骨格は女性のもので、薬指には小さな指輪がはまっていた。

　その力なくゆれる指に一筋の液体がつたう。

　それはまだ温かい彼女の血液と、それをすする異形の者が流した唾だ液えきである。

　仏教美術で描かれる餓が鬼きにも似たその異形は、カテゴリーＣに分類される低級な悪霊だった。

　悪霊が口にくわえた女性の腕にはもう胴体がついていない。

　傍らには男性の遺体が転がっていて、何匹もの悪霊が引きちぎった頭部や大だい腿たい部ぶを音を立てて嚙かみ砕いていた。

　男性の薬指にも同じ指輪があった。

　床には壁の瓦が礫れきに交じって、幸せそうな夫婦とまだ幼い娘の写真の入ったフォトスタンドが転がっていた。

　引火したカーテンの炎は天井をなめ、その勢いを増そうとしていた。

　湖畔に建てられたその別荘の近くに民家は無く、惨事を見付けて助けてくれる隣人はいない。

　たとえいたとしても、助けるどころか被害者が増えただけだろう。

　妻をあらかた食った悪霊は、次の餌を探す。

　獲物がもう一人いたはずだと。

　崩れた瓦礫をひっくり返して獲物の所在を探る。

　悪霊は小さな命の気配を感じて瓦礫を掘り返した。

　そして、ひび割れた石せつ膏こうボードの下に目当ての獲物を見付けると、牙きばを剝むきだして笑った。

　その時──悪霊の頭部が消えた。

　彼方かなたから飛来した光る輪が、悪霊の頭部を切断し破壊したのだ。

　その円盤状の刀は輪りん宝ぽうと呼ばれる古代インドの投とう擲てき武器だった。

　悪霊を調伏した金属製の円盤は、炎にくすぶる柱に突き刺さって動きを止める。

　そのリング状の刀身には、梵ぼん字じで細かく真言マントラが刻み込まれていた。

　チベット仏教の仏具に摩ま尼に車ぐるまというものがある。

　摩尼車は中に経文を収めた円筒で、回転させるとその数だけの経文を唱えたのと同じ功く徳どくを得る事ができる仏具である。

　この円盤状の刀は、真言を刻み込む事で摩尼車と同じ効果を得ていた。

　高速回転する輪宝の功徳は強力で、悪霊の接触した部分を急速に浄化して霧散させた。

　その一気に霧散した圧力が、悪霊の頭部を吹き飛ばしたのだ。

　仲間の爆発音が響くと、男の遺体を貪むさぼっていた悪霊たちが顔を上げる。

　すると炎の向こうに、輪宝を投げたと思おぼしき人影が見えた。

　ふらふらと歩いてくる人影は、右手に長くて刀身の黒い刀を引きずっていた。

　まだ生きていたのか。

　悪霊たちはそう思ったのか、うなり声を上げながら男を睨みつけた。

「生者の住む世に……死の穢れを撒まく者よ……」

　初老の男は、負傷の激痛を無視して刀を構えた。

「その罪……灰となって贖あがなえ！」

　瞬間──男の背後に影が現れた。

　隠れていた悪霊が男に飛びかかったのだ。

　一いつ閃せん。

　悪霊は男に触れる事なく霧散する。

　目にもとまらぬ速さで刃やいばが走り、悪霊を斬ったのだった。

　退魔師の家系に生まれ、退魔師の宿命を背負い、祖先から受け継いだ務めを果たしてきた彼は、今まで数え切れない悪霊を退治してきた。

　年老いた退魔師は少ない。

　皆、若くして命を落とすからだ。

　彼の歳まで現役で生き延びた者は少数だ。

　彼の年齢は、彼の退魔師としての強さを語っていた。

　しかし度重なる戦いで受けた傷が、彼の躰からだに大きく負担をかけているのも事実だった。

　並の退魔師であればとうに引退している所だろう。

　しかし彼の技と霊力はそれを許さず、この歳まで現役で戦う事を強いていた。

　だがそれも、そろそろ限界を迎えていた。

　相手が悪かったのもあるが、10年前ならこのような失態はなかっただろう。

　男は宝刀・獅し子し王おうの黒い刀身を翻すと、再び悪霊たちに向き直った。

「諫いさ山やま奈な落らく。参る！」

　その声を合図に、悪霊たちは奈落に向かって一斉に飛びかかった。

　奈落は残り少ない霊力を獅子王に集中して叫んだ。

「乱紅蓮ラングレン！」

　その声に呼応し、宝刀・獅子王は霊光を放つ。

　そして一匹の大きな霊獣を召喚した。

　乱紅蓮と呼ばれた霊獣は鵺ぬえであった。

　巨大な獅子の躰と蛇の尾を持ち、複数の眼と鋭い牙を持つ凶暴な霊獣である。

「滅せよ！」

　奈落が命じると乱紅蓮は雄お叫たけびを上げ、悪霊たちに飛びかかった。

　鵺はその太く鋭利な爪と牙で悪霊を劈つんざき、駆逐する。

　奈落も獅子王を薙なぎ、悪霊を斬り伏せる。

　鬼神の如く怒りで刀を振るう奈落は、次々と悪霊を霧散させた。

　しかし恐れを知らないのか、悪霊の一匹が無謀にも奈落に迫る。

　奈落がその悪霊を一刀のもとに斬り伏せた瞬間──悪霊の背後に隠れていた新手の悪霊が、霧散する仲間の死し骸がいを貫いて現れ、奈落の左腕に嚙みついた。

　それは牛蒡ごぼう種だねと呼ばれるカテゴリーＢに分類される中級悪霊だった。

　周りの低級悪霊──カテゴリーＣたちは、牛蒡種の眷けん属ぞくだったのだ。

　眷属を囮おとりにして奈落に襲いかかった牛蒡種は、嚙みついた左腕を力まかせに引きちぎった。

「ぐっ！」

　牛蒡種は素早く跳び退いて間合いを取ると、勝ち誇ったような笑みを奈落に向けた。

　しかし──牛蒡種が口にくわえているのは奈落の腕ではなく、服の袖そでだけだった。

　気付いた牛蒡種は奈落に怒りの眼を向けた。

　見ると奈落の左肩には、破れた袖の中から鈍く光る金属製の退魔用戦闘義手がのぞいていた。

　奈落は左腕の退魔義手の小さなグリップを生身の右手で握ると、勢いよく引いた。

　ドルン！　グリップに繫つながれたロープが引き出されると、リコイルスターターが回転してエンジンがかかる。

　その排気音に不快感を示して、中でも一際大きな悪霊が奈落に向かって飛びかかった。

　ガッ！　奈落は戦闘義手のアイアンクローで悪霊の頭部をつかんで止めると、アクセルを全開にした。

　高名な刀匠、マイケル・小こ原はら師匠の手によって造られた退魔武器は、排気管から爆音とアフターファイヤーを放つと、真言が刻みこまれたフライホイールの回転を上げた。

「阿ア毘ビ羅ラ吽欠ウンケン・薩婆訶ソワカ！」

　奈落が真言を唱えると、退魔義手は毎分一万二千回転の読経による功徳力と油圧駆動による怪力を放って、悪霊の頭を握りつぶす。

　ドン！　悪霊の頭部は風船が割れるように弾はじけ飛んだ。

　それ見た牛蒡種は、怒りを込めて雄叫びを上げた。

　すると──そのうなり声に応こたえるように、遠くから別のうなり声が響いた。

　夜の闇に次々とうなり声が響き渡ると、間を置かず負の気配と死の匂いが辺りを満たす。

　この地域に潜んでいた悪霊が集まり、奈落の周りを包囲したのだ。

　牛蒡種が叫んだ。

　眷属たちは一斉に奈落に飛びかかった。

　奈落はその数に臆おくすることなく悪霊の群れに立ち向かった。

　右手の獅子王で次々と悪霊を斬り捨て、左の退魔義手の拳こぶしで悪霊を砕く。

　霊獣・鵺も悪霊たちを次々と食いちぎった。

　それでも悪霊たちは恐れる事なく、矢継ぎ早に襲いかかる。

　正面の敵を斬った奈落を別の悪霊が背後から襲う。

　それを返す刀で振り向きざまに斬り捨てた瞬間──奈落の脚に牛蒡種が嚙みついた。

「ぐぁっ！」

　奈落はまだ生身の脚に受けた苦痛に声を上げたが、瞬時に牛蒡種に獅子王を突き立てた。

　しかし牛蒡種は奈落の脚に牙を立てて離さなかった。

　足止めを食らった奈落に、四方から悪霊たちが飛びかかる。

　奈落はスロットルを開いてエンジンの回転数を上げると、戦闘義手を薙いだ。

　すると、退魔義手から小型の輪宝が次々と発射される。

　高速回転する輪宝が命中した悪霊は次々と弾け跳び、霧散する。

「乱紅蓮！　咆ほう哮こう波は！」

　奈落が叫ぶと、霊獣・鵺は大きく口を開けて吠ほえた。

　鵺の口から放たれた雄叫びは衝撃波であった。

　乱紅蓮がその首を振ると、高性能爆薬の爆ばく轟ごうに匹敵する強力な衝撃波が辺りを薙ぎ払う。

　その凶暴な破壊力に触れた悪霊たちは一瞬で粉砕される。

　奈落は最後の一匹、自分の脚に食らいついている牛蒡種を一いち瞥べつすると、刺した獅子王に力を込めた。

「悪霊、退散！」

　斬ザン！　勢いよく獅子王を抜き払う。

　牛蒡種は霊刀に裂かれて霧散して消えた。

　奈落の脚から、今まで牛蒡種が嚙みつき食い込んでいた牙が消えると、栓を失った傷から血が迸ほとばしった。

　奈落は上着を脱いで破ると、包帯代わりに大腿部を縛って止血した。

　悪霊が消え去った部屋には瓦礫と、犠牲になった夫婦の一部が転がっていた。

　奈落はわずかに残った遺体に手を合わせて拝んだ。

「すまなかった。間に合わなくて。迷わず逝かれよ」

　その時──霊獣が何か気配を察知し、うなり声で伝えた。

「どうした乱紅蓮」

　鵺は何か匂いを嗅かぐと、瓦礫を掘り返し始めた。

　奈落は怪我をした脚を引きずり、乱紅蓮に歩み寄った。

　鵺が大きな瓦礫をくわえて放り投げると、奈落は穿うがたれた穴を覗のぞき見た。

　そこには幼い少女の姿があった。

　息はある。

　崩れた瓦礫で頭を打ったのか、気を失っていた。

　その手は、小さな水晶のアクセサリーを、お守りのように握りしめていた。

　奈落は少女を抱き上げると、傷めた足を引きずりながら半壊した屋敷を後にした。

　いつしか火は勢いを増し、屋敷は炎に包まれていた。
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「都内でまた通信障害か……」

　奈な落らくは朝食後のお茶を飲みながら新聞を読んでいた。

　今は退魔用戦闘義手は付けておらずシャツの左袖はだらんと垂れていて、右手だけで器用に新聞をめくる。

　シンクで洗い物をしながら聞いていた、髪の長い少女が背中で答えた。

「このあいだの山やま彦びこがまだ残ってるんじゃないの？」

　まだ少し背が足らなくて、少し高めに感じるシンクに手を伸ばしている黄泉は、慣れた手つきで食器をすすぎ手早く水切りに並べた。

「さあ、二に階かい堂どう君たちが駆除したはずだがな。少し見回ってみるか」

「もう歳なんだから無理しないでよ、お父さん」

　そう言って、水仕事を終えた黄泉よみはエプロンを脱いだ。

「何を言う。まだ、山彦ていどに苦戦する歳ではないぞ」

「無理すると、そのうち体中ぜんぶマイケル師匠の機械になっちゃうわよ」

「んむ……」

　十一歳になった黄泉は養父を言い込めるほどの仲になっていた。

　奈落はまだ無事な右手の新聞を置くと、湯飲みに持ち直してお茶を飲んだ。

　退魔師を引退しお務めに出る事もなくなった今は、日頃は義手を付けていない。

　お茶一つ飲む時でも素手の方が湯飲みの熱を感じて生きている事を実感できるし、退魔義手の金属の指で持つと、陶器の釉ゆうに傷が入ってしまう。

　何より重いし、動かすために家の中でエンジンをかけたくない。

　奈落の退魔義手はオーストラリア出身の刀匠マイケル・小こ原はら師匠の手によって作られた逸品だ。

　奈落は過去の戦闘で左腕を失ったが、退魔師を引退せずお務めを続けたいと願って、戦闘に使える義手をマイケル師匠に鍛えてもらったのだ。

　その性能は素晴らしく、パワーも速度も申し分ない。

　小型化のためにエネルギー密度の大きな動力源を使う必要があり、ガソリンエンジンによって駆動する設計になっている。

　そのクランクシャフトから減速ギヤ、軸受けにいたるまで、回転部品のすべてに細かく真言マントラを刻み込んであり、摩ま尼に車ぐるまの原理によって功く徳どくを発生する優れた退魔兵器だ。

　しかし、閉め切った家の中でガソリンエンジンをかけるとあっという間に酸欠になってしまうし、何より排気ガスが臭う。

　マイケル師匠に電気式にならないのかと聞いた事もあるが、その当時最新式のニッケル水素バッテリーを使っても容量が足りず、充分な力が出ないか、またはすぐ電池切れになるそうだ。

「家庭用こんせんとカラ電源ヲトルナラ平気デース！」などととぼけた事を言うので、それ以上は聞くのをやめた。

　奈落は牛蒡種との戦いで片足も自由がきかなくなってしまっていた。

　傷が回復してからも暫しばらくはお務めに出ていた。

　カテゴリーＣ程度であれば後れを取る事はない。

　しかし、カテゴリーＣを使役するカテゴリーＢが現れると話は別だ。

　単純に体力年齢だけであれば、奈落は山彦とも戦えるだろう。

　彼ほどの手て練だれであれば、腕か脚のどちらか無事ならまだ戦える。

　しかし、両方が不自由ではカテゴリーＢと戦うのは難しかった。

　今の躰でお務めに出るには、黄泉の言う通りマイケル師匠に機械で全身を作ってもらわなければいけないだろう。

　奈落はお務めをあきらめて引退し、後継者を育てる事に専念した。

　黄泉は水仕事で外していたお守りを手首にはめると学校の支度を手に取って聞いた。

「今晩、何にする？」

「簡単なもので構わんよ」

「だーめ。私が育ち盛りなんだから。何食べたい？」

　奈落は黄泉の手間を増やしたくなくて簡単なものと言ったが、黄泉はそれを許さない。

　学校と修行で手が届かない部分はやむなく家政婦に任せるが、黄泉はできる限りの家の事を自分でやろうとした。

　それは、この家に入る時に自分で決めた事だ。

　家政婦が来る日も休む事なく、むしろ家事を学ぶために家政婦と共に働いた。

　家の者として手をぬきたくない。

　手を抜けるよう奈落が気を遣っても、黄泉が自分で食べたいと望めば手をかける事を否定できないと知っての駆け引きだ。

　いつのまにそんな聡さとい子に育ったのだろう。

　奈落もそれを理解し、ため息をついて答えた。

「魚。白身」

「和洋中」

「フレンチ」

「オッケー！」

　黄泉は、ランドセルを背負うと足早に玄関に向かった。

「忘れ物は」

「大丈夫！」

「車に気を付けなさい」

「はい！　いってきまーす！」

　普通の親子の普通の会話。

　黄泉は靴を履くと、元気よく学校へ急いだ。

　玄関が閉まると、とたんに家の中を静寂が支配した。

　今まで聞こえなかった柱時計のテンプが時を刻む音が、カチッ、カチッとはっきり聞こえてくる。

　奈落は、健やかに育つ養女の幸せそうな姿をみるたびに、その背に負わせてしまった宿命に心を痛めた。

　奈落は右手の杖つえを頼りに居間に向かった。

　そして、そこに祀まつってある妻の霊璽を拝んだ。

「子と言うのは、あっと言う間に大きくなるのだな」

　奈落は穏やかな表情を少しだけ硬くした。

「これも運命なのだろうか？　あの子にその才がなければ、この諫山の宿命まで背負わずとも済んだろうに……」

〝奈な落らく〟とは地獄の別名だ。

〝黄泉よみ〟とは死後に魂が向かう場所の事である。

　諫山家では名前に〝忌いみ〟を付ける習わしがあった。

　その昔日本では、元げん服ぷく前の幼名に人の忌む言葉を付ける慣習があった。

　子供の死亡率が高い時代、魔なる者が子に近寄らないようにと願って、幼名に忌み嫌われる意味をつけたのである。

　諫山家も、退魔師の家系であるが故にそれに倣ったのだろうか、悪霊と対たい峙じする上で魔物に負けぬ名を求めたのだろう。

　諫山家に養女として迎えられた後に、少女はその名をもらった。

　強いられたわけではない。

　彼女が望んだのだ、諫山家に入る事を。

　奈落も妻を失い、子もなく跡継ぎがいない。

　幸か不幸か、助けたその少女は〝見える〟者だった。

　三年前、霊力分布に異常の出た地域を巡回していた奈落は、強い霊気を感じた。

　霊気をたどって駆けつけると、湖畔には新しい屋敷が建っていて、無数の悪霊が襲っているのが〝見えた〟。

　この屋敷を建てる時に、何か霊的な遺物でも掘り起こしたのだろうか。

　襲われている人を守ろうと戦ったが、牛蒡種という特殊なカテゴリーＢに苦戦した。

　牛蒡種は七十五匹の動物霊による群体コロニー霊で、殺せつ生しよう石せきのかけらによって生まれたと言われている。

　殺生石は行方が分からなくなってから久しい。

　かつて殺生石から生まれた悪霊が突然活性化するとは予測できなかった。

　人間の妬ねたみや怨うらみを力とする牛蒡種が、この家族の幸せに惹ひかれたのだろうか。

　当時は皆既日食の影響だと言う者もいたが、地球の裏側での出来事だ、真相は分からない。

　奈落は辛うじて悪霊を退治したが、屋敷の夫婦は守れず、自分も負傷した。

　娘の命を救えた事だけが唯一の幸いだった。

　家族を失った娘を引き取ったのは、身寄りが無く不ふ憫びんに想ったから、両親を守れなかった責任を感じたから、だけではない。

〝見える〟者は、社会で普通の生活を送るのは難しい。

　人とは違う自分を隠して生きるのは苦しい。

　その資質が認められる世界で生きる方が楽である。

　しかし、それは危険で死と隣り合わせの世界でもある。

　奈落は、彼女がまだ幼いにもかかわらずすべてを説明した。

　世の理ことわり。

　諫山家の務め。

　家族を襲った者の正体。

　そして、彼女の素質。

　諫山家の務めを継ぐなら、少しでも若いうちに修行に入らなければいけない。

　その方がより上達し、長く生き残る事ができる。

　未熟な者は死ぬからだ。

　彼女自身も、〝見える〟けど見えないふりをする生き方には迷いがあった。

〝見えたモノ〟に襲われて、それが〝見えなかった〟家族が死んだ。

　その後悔もある。

　彼女は諫山家に入る事を決意し、奈落にもらった〝黄泉〟と言う名に改名した。




　　　　×　×　×




　通学路で幽霊を見た。

　事故だろうか。

　自殺だろうか。

　黄泉よみは登校中、踏切の傍らに佇む青年の姿を見た。

　衣類のセンスから見てきっと若い男性だろうと思うが、その血にまみれた姿は損傷が酷ひどくて正確な年齢はよく分からなかった。

　それゆえに、電車と当たったのだろうとは分かった。

　青年の供養だろう、花束が遮断機の傍らに供えてあった。

　霊を見かけるのは珍しい事ではない。

　体質のようなものだろうか、黄泉は小さな頃から人には見えないものが見えていた。

　今は亡き本当の両親も霊は見えなかったらしく、黄泉が霊の話をするといつも相手にされなかった。

　黄泉もいつからか人に霊の話をするのをやめ、見て見ぬふりをするようになった。

　でも、今は違う。

　退魔師として修行するようになってからは、見えても良くなった。

　もちろん、一般人に対しては見えないふりをする。

　しかし、自分以外にも見えている者がいて、黄泉と同様にその事を隠して生きている事を知って、心が楽になった。

　そして、互いに見える事を話す事ができ、将来は仲間として共にお務めを担う事が、励みにすらなっていた。

　青年の霊は、自分が死んだことを理解していないのか、それとも認めたくないのか、遮断機が開いてもずっとその場に不安そうな表情で立ち尽くしていた。

　この人、昨日はいなかったのに。

　この場所に縛られた地じ縛ばく霊れいだとすると、まだ死んで間もないのだろう。

　線路はすでに綺き麗れいに清掃されていて、遮断機の傍らに花束が供えられていなければ人身事故があったとは気付かないだろう。

　黄泉は除霊を学んでいるが、まだ一人で魂を救うには技術が至らなかった。

　この人を救いたい。

　まだ十一という歳にしては殊勝な、むしろ幼いゆえに純粋にそう思えたのか。

　しかし、素人が手を出して失敗したら、霊が成仏できないどころか自分も取り込まれてしまうかもしれない。

　黄泉は昔と同じように、気付かなかったふりをして通りすぎるしかなかった。

　見えていると気付いたのだろうか──青年の霊は、踏切を渡る黄泉の姿をじっと見つめていた。

　黄泉がその視線に耐えながら踏切を渡りきったところで警報機が鳴り始めた。

　そのまま登校を急ぎたかったが──後ろ髪を引かれる思いで青年を振り返った。

　すると。

　下りた遮断機の向こうで、霊の傍らに一人の髪の長い女性が佇んでいた。

　年の頃は三十代半ばだろうか。

　白い和服に桜色の羽織を着たその美しい女性は、優しい笑顔で霊に語りかけていた。

　そして、手指で印を結ぶと何かをつぶやいた。

　真言だ。

　声は聞こえなかったが、黄泉にはそれが分かった。

　霊の足下で地面が光り始めた。

　まるで地面が透明になって、その下に流れている光の河が透けて見えているようだった。

　青年は穏やかな表情になると、霊体が燐りん光こうのような淡い光の粒に分解された。

　霊体の粒子は風で枯れ葉が舞い散るようにサッと崩れると、足下の光の河に混じって流れて行く。

　浄霊だ。

　死んだ後の霊を、生まれる前の場所に帰す儀式。

　行くべき所を見失って迷った霊が瘴しよう気きに当たって悪霊にならないよう、浄化しているのだ。

　という事は、白い着物の女性は退魔師なのだろう。

　黄泉の視線に気付いたのか、女性も黄泉の方に視線を向けた。

　ピアスだろうか、その左の耳に小さな赤い石が光っているのが見えた。

　チリン──赤い石から鈴のような音が聞こえた気がした。

　その瞬間、轟音と共に電車が目前を通過し、黄泉の視界を遮った。

　しばらくして電車が通過すると、そこにはもう女性の姿はなかった。

　花束だけが電車の起こした風になびいていた。

　退魔師。

　いつか自分もなれるのだろうか。

　黄泉はそれを自分の宿命だと信じながら、先ほどの女性の姿に憧あこがれを見た。
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　ニューメキシコ州、ロズウェルから北に百キロメートルほど離れたところにフォスター牧場がある。

　そこは昔、《ロズウェル事件》と言う有名なＵＦＯ騒ぎが起きた地域である。

　１９４７年のある嵐の夜、牧場主のマック・ブレーゼルは巨大な爆発音を聞いた。

　ブレーゼルが牧場を捜索すると、見たこともない不思議な金属の破片が広範囲に亘わたって散乱していたと言う。

　それを回収した米軍のロズウェル陸軍飛行場は、「空飛ぶ円盤の残ざん骸がいを回収した」と発表した。

　しかし、その数時間後、軍は慌てて「空飛ぶ円盤ではなく、気象観測用気球である」と訂正した。

　本当に気球の間違いだったのか、それともうっかり極秘情報を発表してしまって慌てて訂正したのか、様々な議論が沸き起こり、今でも真相は明らかになっていない。

　ただ、そこに何かが落下し、米軍が回収した事だけは事実のようである。

　その広い半乾燥気候ステツプの緑が点在する砂漠を、蒼あおく光る蝶ちようが飛んでいた。

　アメリカ大陸に八十種類ほど生息しているモルフォチョウと呼ばれる蝶の一種である。

　構造色という光の干渉によって蒼い光沢を放つ鱗りん粉ぷんを持ち、まるで折り紙セットに入っている青銀紙のような、きらきらと輝く金属光沢の羽で宙を舞う。

　その蝶を、乾いた土の上でじっと見つめている少年がいた。

　十歳になる少年は、おもむろに人差し指を差し出した。

　すると、蒼い蝶は少年に近付くと、その指の爪の先端にとまった。

　蝶はその止まり木が人であるにもかかわらず、何も警戒する事なく、少年の指先で羽を休めた。

　その様子を見た母が、少年をほめた。

「上手ね。カズヒロくん」

　三み途と河がわカズヒロは、母に微笑みを向けた。

　この能力を認めてくれる数少ない人間だ。

　母の雪ゆき世よも、カズヒロと同じように宙に手を伸ばして念じる。

　すると、どこから現れたのか数匹の蒼い蝶が集まり、雪世の周りを戯れるように舞った。

「わぁ……すごい、お母さん……」

　雪世はカズヒロに笑みを向けると、その細く白い腕に蝶たちをとまらせた。

　巫ふ蠱こ術じゆつ──この母子は蟲むしを操る能力を持っていた。

　自在に蟲を操り、それを力とする退魔師の家系だった。

　そしてカズヒロは、その役目を継承しなければいけない定めを背負っていた。

　カズヒロも〝見える〟人間だった。

　能力がある者は、その任につかなければいけない。

　そう教えられて、幼い頃から蟲を操る術の勉強を始めていた。

　友達はいない。

　もともと気弱な上に、父の仕事で世界各地を転々とするカズヒロに友達を作るのは難しい。

　ましてや、人と違う能力を持つカズヒロにとってはなおさらだ。

　カズヒロは人よりも虫を相手に過ごす時間の方が長くなっていた。

　人の言葉を話す相手は母と父しかいなかった。

　そこに父が呼ぶ声が聞こえた。

「おい！　来てくれ！」

　見るとスコップを持った三途河マサヒコ教授が手を振って呼んでいた。

　何か見付けたのだろうか。

　三途河マサヒコは大東亜帝国大学の考古学研究室で、超自然現象の記録を研究している教授だ。

　そして同時に〝ある政府機関〟の学術顧問であり、世界各地で超自然現象の調査を行っている海外派遣チームのチームリーダーだった。

　今を去る１９９９年の８月に、世界的に霊的な異常が観測された。

　突然、全世界の霊気圧が上昇したのだ。

　その影響だろうか、各国で心霊災害が頻発した。

　しかし、その原因も因果関係も不明だった。

　三途河マサヒコ教授は、その時の心霊災害の類似点に着目して仮説を立て、長いあいだ行方不明になっている遺物の欠片かけらを求めて全世界を旅していた。

　カズヒロを連れて夫のもとに辿たどり着いた雪世はたずねた。

「どうしたの、あなた？」

　固く締まった地面の乾いた土を掘り返していたマサヒコ教授が、スコップの先で穴を指して言った。

「ここに、何か埋まっている」

　何かを恐れたカズヒロが、母の後ろに隠れてその背にすがった。

　雪世もカズヒロをかばって言った。

「妖よう気きを感じるわ……」

　三途河教授は構わず土を掘り続けた。

　調査チームは世界各国に散らばり、零気圧の大きな変動が観測された地域を手分けして調査してきた。

　しかし、どこも空振りで、たいした報告は上がってこなかった。

　昔は強い霊的遺物があったのかも知れないが、今は痕こん跡せきしか残っていないところばかりだった。

　残留思念や霊的痕跡が触媒になって、零気圧が一時的に上昇しただけかもしれない。

　ここニューメキシコ州は、第二次世界大戦で日本に投下された核兵器に使われたウラニウムの採掘地にも近い。

　多くの人の死の因果が収束して霊気圧が反応したのだろうと思っていた。

　しかし。

　マサヒコは霊能力が弱かった。

〝見える〟者ではあったが、それを除霊するほどの強い能力は持っていなかった。

　それでも一般人よりはお務めの役に立つし、家系を守るには適している。

　マサヒコは三途河家に婿入りし、家業の退魔師を学術的な側面から支えていた。

　そんな三途河教授でもはっきりと感じるほど、ここには強い妖気があった。

　地面を掘るにつれて妖気が強くなる。

　今回は本物かもしれない。

　そう期待して地面に突き刺したスコップの先に、何かがぶつかるのを感じた。

　三途河教授は注意深くそこに埋まっているものを掘り起こした。

「これは……」

　そこには古い木片と、緑色の皿のような金属の円盤が埋まっていた。

「何ですの……？」

　恐る恐る妻がたずねると、三途河教授は満面の笑みで答えた。

「これは大発見だよ」

　三途河教授は嬉うれしそうに答えた。

　そんな父とは対照的に、カズヒロは緑色の円盤が発する妖気に怯おびえてずっと母の背に隠れていた。
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　今夜は鱸スズキのムニエルに夏野菜ラタトウイユを添えようか。

　イサキか間カン八パチでもいい。

　魚屋さんで活いきの良いのを見繕ってもらおう。

　黄よ泉みは下校の途中に夕食の買い物に向かった。

　早く帰って父に剣の稽古をつけてもらわなければいけないので、買い物を手早く済ませるためにメニューは休み時間のうちに決めていた。

　もうすぐシャンプーが切れるので、それも買っておこう。

　黄泉は買い物メモをポケットに入れて商店街へ急いだ。

　踏切を渡る時、遮断機の傍らに供えられている花束を見た。

　もうここにあの人はいないのに。

　それが分かっていても黄泉はなんとなく手を合わせて拝んでから、踏切を後にした。

　その時──気配を感じた。

　青年の地縛霊は今朝の退魔師が成仏させたはずだ。

　では、これは何だろう。

　もっと邪悪なものを感じる。

　黄泉は、退魔師だけが知っている〝しかるべき機関〟に報告しようと、携帯電話を取り出した。

　すると、液晶画面の電波レベルのアンテナ表示が見る見る下がり、圏外になった。

　画面の文字が乱れ、文字化けする。

　通信障害──エコーが干渉して電波を打ち消している。

　そこに類似した波形で異なる情報を送られて、データが攪かく乱らんされている。

　この現象を知っている。

　山彦の仕業だ。

　山や谷で大きな声で叫ぶと、声が反射して帰ってくる現象がある。

「こだま」や「やまびこ」と呼ばれるが、その一部は山彦という妖怪の仕業である。

　山彦は真似をする妖怪──厳密には、複製する妖怪だ。

　音波だけでなく電波や光波など、入力された波の性質を複製して放射する。

　素粒子のもつ波の性質まで複製し、形や動きといった物体の物理的な状態まで真似る。

　自分自身を複製して数が増える事もある。

　攻撃を加えると同じ攻撃を反射して来る厄介な妖怪で、カテゴリーＢに分類される。

　黄泉が顔を上げると、建物の陰に異形の影が消えるのを見た。

　黄泉は咄とつ嗟さに影の後を追った。

　もし悪霊の類たぐいならば、放っておくと人に被害が出る。

　潜伏している巣を見付けて機関に報告すれば、専門チームが駆除してくれるだろう。

　黄泉は道路を渡り、路地裏に入った。

　すると影は素早く、更に向こうの路地に消えた。

　黄泉は後を追って路地を走った。

　その時──突然、黄泉の左側から別の影が飛び出した。

　黄泉は咄嗟に、ランドセルの右ベルトに仕込んだ霊刀を左手で抜き放った。

　シュルっ！　スチールリボン状の刃が引き出されて刀となる。

　瞬時に居合いで刺すと、影の正体は低級悪霊だった。

「カテゴリーＣ……！」

　その瞬間──今度は右側からもう一匹の悪霊が飛び出した。

　黄泉は右手で左ベルトからもう一本の霊刀を抜き放ち、悪霊を刺す。

　両側から飛び出した悪霊を、両手の霊刀で刺した黄泉だったが──悪霊たちは半ば霧散しながらも、しぶとく除霊に耐えて霊刀にしがみついた。

「何！」

　すると路地のはるか前方に、最初に見付けた悪霊が現れた。

　悪霊は黄泉を睨みつけると、黄泉に向かって急接近を始めた。

　黄泉は両手の武器を構えようとしたが、二匹の悪霊がしがみついて剝はがれない。

　この二匹は黄泉の動きを封じるための囮だったのだ。

　正面の悪霊が目前に迫るが打つ手がない。

　万事休すかと思ったそのとき──。

「伏せて」

　その声が聞こえた瞬間、黄泉は両手の霊刀を手放すと、前転して地面に転がった。

　使えない武器を握ったまま動けずにいるよりも、武器を捨ててでも危険を回避する方を選んだのだ。

　身をかわした瞬間、黄泉の立っていた場所に鋭い刃が伸びる。

　斬！

　飛来した悪霊は避ける間もなく、その刃に正面から貫かれた。

　立ち上がった黄泉が振り向くと、そこには薙刀を構えた一人の少女が立っていた。

　少女は悪霊から薙刀を抜くと、クルクルとその場で舞った。

　宙を切る薙刀が、両側にいた二匹の悪霊を斬り、とどめを刺す。

　少女が動きを止めて残心に入ると──三匹の悪霊は霧散した。

　悪霊が消えると、悪霊に刺さっていた黄泉の霊刀が地面に落ちて金属音を放つ。

　少女は黄泉に向き直ると言った。

「何をしているの？　一撃当てただけで気を抜かないで」

「冥めい姉さん……」

　諫いさ山やま冥──彼女は諫山黄泉の義理の従姉いとこであった。

　歳は黄泉の一つ上の十二歳。

　黄泉の義父、諫山奈な落らくの弟、諫山幽ゆうの一人娘である。

〝幽ゆう〟とは死者を示す。

〝冥めい〟とは死後に魂が向かう場所の事である。

　諫山の習わしに違たがわず、父娘共に名前に〝忌いみ〟を付けていた。

　黄泉とは従姉妹いとこ同士であるが特に家の付き合いがあるわけではなく、学校は同じだが学年が違うので会う事もないため、つい最近まで黄泉は冥の事を知らなかった。

　代表委員の会長が自分と同じ苗みよう氏じで名前が珍しかったので気になり、父に訊きいて従姉だと知った。

　一度昼休みに挨あい拶さつに行って自己紹介をしたが、冥はあまり愛想がよくなく、その後は会っていない。

　冥は黄泉に言った。

「そんな事じゃお務めに出られないわよ。あなた諫山家を継ぐのでしょ？」

「え……」

　確かに、諫山家頭主の一人娘である黄泉は、いずれ諫山家を継ぐ立場にある。

　しかし、あらためて言われない限り、その事を意識する事はなかった。

　諫山家の者として退魔師になり、お務めに出るつもりではいた。

　しかし、諫山家の〝家督を継ぐ〟という話になると、黄泉はその意味をよく理解していなかった。

「諫山家の責任です。もっと精進を」

「は……はい、冥姉さん……」

　黄泉は良くわからないながらも冥に応えた。

「まだいる」

　冥は更なる気配を感じ、駆けだした。

「待って！」

　黄泉も霊刀を拾うと、冥の後を追った。

　冥と黄泉は悪霊の気配を求めて裏路地を走る。

　角を曲がると、遠く前方は行き止まりになっていて、そこに一匹の低級悪霊が見えた。

　黄泉と冥は得物を構えると、一気に接近して低級悪霊に斬りかかった。

　しかし──手応えはなく、低級悪霊は干かん渉しよう縞じまをともなって姿を消した。

「霊波エコー……！」

　山彦の眷属が使う妖力だ。

　この低級悪霊の姿は、霊波の反射による幻像だったのだ。

　霊波を真似ているので、似た妖気も発していた。

　これも囮だ。

　囮は山彦の常じよう套とう手段だ。

「気をつけて！」

「はい！」

　警戒したのもつかの間、別の気配が現れた。

　咄嗟に背後を振り返ると、そこには無数の悪霊が現れていた。

　まずい。

　今の黄泉と冥の腕で相手をするには数が多すぎる。

　路地は行き止まりで逃げられない。

　こんな単純な罠にかかってしまうとは。

　最初の敵を倒した事で、気が緩んでいたのかもしれない。

　黄泉と冥は、構えた武器に力をこめると、覚悟を決めた。

　すると──遠くから異音が近づいて来るのに気付いた。

　突然、路地の脇道から小さな白い影が飛び出す。

　白い影は素早くジグザグに跳ぶと、先頭の悪霊に命中した。

　悪霊は、その衝撃で弾け飛ぶ。

　悪霊たちがたじろいだのを見逃さず、黄泉と冥は武器を手に跳んだ。

　二人は互いに背を守りながら、悪霊たちを斬り伏せる。

　その間を白い影が飛び回り、黄泉たちが斬り漏らした悪霊を撃ち抜く。

　黄泉と冥は、互いに向き合うと、お互いに向かって斬りかかった。

　瞬時に、二人は相手の切っ先を避ける。

　斬！　二人の刃は、互いに相手の背後の悪霊を斬った。

　すべての悪霊を斬った二人は、残心に動きを止めた。

　バウン！　直後に、大きな影が現れる。

　近づいて来た異音は、傍らの塀から二人の上を飛び越えた。

　着地した影は、二人乗りのオフロードバイクだった。

　バイクタイヤを滑らせると、は車体を横にして急停車する。

「良かった、怪我は無さそうね」

　そう言ってヘルメットのバイザーを上げたライダーは若い女性だった。

「お嬢ちゃん達には、まだお務めは早いわよ」

「ま、筋は悪くないみたいだけどね」

　バイクのタンデムシートに乗っていた少年がそう言うと、先ほどの白い影がピョンと跳んで少年の肩に乗った。

　白い影は小さな動物で、少年になついていた。

　女性は少年に振り向いて言った。

「ノリちゃん、彼女たちのお相手して」

「俺がですか？　お務めを見学させてくれる約束は？」

　ノリちゃんと呼ばれた少年は、不満そうに聞き返した。

「また今度埋め合わせするわ。〝見える〟子は向こうからも目立つの。今日は危ないから、みんなで一緒に集団下校ね」

「ちぇっ。せっかくプロの仕事が見られると思ったのに」

　少年は渋々とバイクを降りながら愚痴を言う。

「レディーのお相手も大事な社会勉強よ。ノリちゃんなら悪霊が近付く前に全部見えるでしょ」

「まあね」

　そう言って少年は肩に乗った白くて細長い使い魔をなでた。

「それじゃ、よろしく」

　言うが早いか、女性はバイクに体重をかけてサスペンションのバネを縮めると、反動で伸びるタイミングでアクセルを開き、爆音と共に前輪を浮き上げてそのまま壁を駆け登った。

　壁の向こうに消えたバイクの音が遠ざかると、後に残された少年はヘルメットを脱いで、あきらめ顔で振り返った。

「しょうがねぇなあ。で、お前んちどこだよ」

「お構いなく。私は一人で帰れますから」

　冥は愛想もなく、薙刀を一振りした。

　薙刀はカシャカシャと部品が分解すると組み変わり、一瞬でラクロスのクロスに変形した。

　退魔武器をカモフラージュして携帯するための仕掛けである。

　冥はクロスを肩に背負うと踵きびすを返した。

「ごきげんよう」

「おい！　待てよ！」

　少年が止めるのも聞かず、冥はつかつかとその場を去った。

　呆あつ気けにとられて見ていた黄泉は、足下に何かを感じた。

　くすぐったい。

　見ると、少年の肩にいた小動物が、いつの間にか黄泉の足下でじゃれていた。

「わぁ……！」

「管くだ狐ぎつねだよ」

「管狐？」

「ウチの霊獣だよ。代々、管狐を使役してる家系なんだ。なんでも言う事きくんだぜ」

　オコジョかフェレットのような小さな細長いイタチは、スルスルと黄泉の体を這い上がって肩の上でクルクルと回った。

「うわぁ、かわいい！」

「紀のり之ゆき。飯い綱づな紀之。お前は？」

「黄泉。諫山黄泉」

「お前、諫山家の？」

「知ってるんですか？」

「当たり前だろ。諫山は霊刀・獅し子し王おうを継いでる有名な退魔師の家系だし、頭主の奈落さんは引退したけど凄すご腕うでの退魔師だったんだ。知らなきゃモグリだぞ」

「ふーん……」

「ふーんて、自分ちの事なのに知らねーのかよ」

「獅子王はウチにあるから知ってるけど、有名ってのは知らなくて」

「たく、大丈夫かよ。いずれはお前が獅子王を継ぐんじゃないのか？」

「え……」

「え、じゃねーよ。奈落さんの娘なんだろ」

「うん……」

「たよりねぇなあ。ま、いいや。送ってくから親父さんに紹介してくれよ」

「え！　どうして？」

「そりゃ、俺も退魔師の家系だからな！　凄腕の退魔師って言えばヒーローだもん、会って話聞きたいに決まってるだろ！」

「ふーん……」

「それに今日は、お前のせいでお務めの見学がパーになったんだから責任とれよな！」

「えー！」

「いいから、行くぞ！」

　と、指で合図すると、管狐が黄泉の肩から紀之に飛び乗る。

「あー！」

「何だよ」

「それ、貸して」

　黄泉は紀之の肩に乗った管狐を指した。

　紀之がため息をついて顎あごで合図すると、管狐はピョンと跳んで黄泉の頭の上にチョコンと乗った。

「わあ……！」

「いいから行くぞ。陽が暮れちまう」

「うん！」

　黄泉は紀之を案内して帰途についた。

　しかし、紀之が諫山家に辿り着くのは、黄泉に夕食の買い出しに付き合わされて、結局は陽も暮れようという頃になるのだった。




　　　　×　×　×




　取り壊し途中の、天井が抜けて階上が見える雑居ビルの床に、クシャクシャにひねった黒地に金文字の空き箱と、無数の吸い殻が撒き散らされていた。

　その傍らで、タバコの箱と同じ色のスーツの青年が身を隠すようにしゃがんで、三脚に立てた双眼鏡で窓外をのぞいていた。

　そして、目標に変化がない事を確認すると、手にしたウォーキートーキーの送信ボタンを押した。

　アンテナに刻まれた真言が光る。

「超自然災害対策室、本部へ。こちら二に階かい堂どう。オーバー」

「こちら本部、岩いわ端はただ。オーバー」

「目標、一カ所に集まっている。叩たたくなら今だ。オーバー」

「まもなく応援が到着する。待機せよ。オーバー」

「もう限界だ」

「どうした」

「タバコが切れた」

「そのへんの雑草でも巻いて吸ってろ」

「俺、銘柄はうるさいんだよ」

「手持ちを切らすようなヤツが言う事じゃない。我慢しろ。アウト」

　ザッ、とウォーキートーキーが短いノイズを放ち、通信が切れた。

「手持ちが切れるほど貼り付かせてるのはどっちだよ」

　もう聞こえていない無線機にそう言うと、双眼鏡を覗いたまま、足下のシケモクを拾ってくわえた。

「だったら時給にして欲しいぜ」

　すると、傍らからレジ袋が差し出された。

「仕方ないじゃない。山彦は全部集まった所を一度に叩かないといけないんでしょ」

　そこにはセミロングの髪にスカートの少女が、レジ袋と小銭を差し出していた。

「はい、弌いち葉は兄さん」

「おう。悪いな、桐きり」

　そう言って弌葉は双眼鏡から目を離さず、レジ袋だけを受け取って手探りで中を漁あさった。

「オツリはやるよ。お菓子でも買いな」

「また子供扱いする」

「いらなきゃ返せ」

「やだ」

「どっちだよ」

　弌葉はレジ袋からタバコを取り出すと、その青い箱を一瞥してげんなりした顔になった。

「何でハイライトなんだよ」

「なかったのＪＰＳ」

「仕方ないな。セブンじゃないだけマシか」

「セブンで買ったのよ」

「そういう話じゃない。やっぱりオツリ返せ」

「子供みたい」

「うるさい」

「銘柄聞こうと思ったんだけど、携帯つながらなくて」

「山彦が出てるからな。コイツじゃないと繫がらない」

　そう言って、梵字が刻まれたウォーキートーキーのアンテナを見せた。

　山彦の通信障害を避ける除霊装置のついた特別仕様だ。

　桐は弌葉の横に割り込んでしゃがむと、双眼鏡の片側の接眼レンズを覗いた。

「でも、ほんとに除霊できるの、あんな沢山？」

　レンズの中に山彦の群れが見てとれる。

　通りを挟んだ先の建設途中のビルの鉄骨の間だ。

　弌葉も一緒にもう片方の接眼レンズを覗きながら言った。

「ちょっと厄介な超自然災害だが、もうすぐ助すけっ人とが来る。銘柄は違うが煙も補充できた。四人もいれば楽勝だ」

「四人？　一人多くない？」

「新人が来る。霊獣遣いだ。役に立つはずだ」

　ちょうどそこに、バイクの音が到着した。

　音に振り向くと、停車したオフロードバイクで女性ライダーがヘルメットを脱いでいた。

　その姿を見て、桐はとたんに不機嫌な顔をした。

　弌葉はタバコの箱のセロハンを剝きながら訊たずねた。

「一人か？　ボーイフレンドはどうした」

「他にいいコ見つけたって」

　そう言って、神じん宮ぐう寺じ菖蒲あやめはバイクにまたがったまま、ブレーキを踏んだ右脚から不器用な機械音を鳴らした。

　彼女の右足は義足だった。

　その義足はバイクライディング用の特別仕様で、歩くのには適していないため、バイクから降りずにシートの上から答えた。

「若者は今ごろデート中よ」

「なんだよ。お手並み拝見しようと思ったのに。それじゃ、俺たち三人だけか」

「また今度つれて来るわ。割と戦力になるわよ、管くだ狐ぎつね」

「なら余計に残念だな」

　そんな弌葉と菖蒲のやりとりを見て、桐は眉まゆをひそめた。

「それより、悪い気に呼び寄せられて、カテゴリーＣが集まりだしたわ」

「まずいな。とっとと済ませるか」

　と、弌葉は煙草をくわえた。

「煙草止める約束でしょ」

「結婚したら止めるよ」

「婚約したら止めるって言わなかった？」

　菖蒲は左手の薬指のリングを見せた。

「そうだっけ？」

　そんな二人のやりとりを見ていた桐は、ますます不機嫌な顔になっていった。

　兄の婚約者に対して別に怨みがあるわけではない。

　いや、もしかしたら怨みかもしれない。

　幼い頃からずっと一緒にいた兄を取られるのだから、怨んでもおかしくないだろう。

　美人で、仕事ができて、よく気がついて、退魔師としても腕の良い菖蒲は、兄の結婚相手としてとても良い相手だと思う。

　でも、その良すぎる事が気に入らなかった。

　何か欠点があれば、自分の居場所が残っているかもしれないという期待がもてたかもしれないが、桐は菖蒲に対して何においても自分が勝てる気がしなかった。

　菖蒲がお務めで片脚を失ったことすら、この家業では勲章のように思えて、負けた気がしていた。

　桐は兄との距離がより離れる気がして、菖蒲の事が気に入らなかった。

　弌葉はハイライトにジッポーで火を付けると、ウォーキートーキーの送信ボタンを押した。

「本部へ。こちら二階堂。神宮寺菖蒲、現着。これで全員揃った。オーバー」

「本部、了解。作戦開始だ。そっちのタイミングで勝手に始めてくれ。オーバー」

「二階堂、了解。アウト」

　弌葉はそうコールして無線を切ると立ち上がり、これから乱れると言うのにわざわざネクタイを正した。

「よし。とっとと片付けるか。桐は車で待ってな」

「うん……」

　桐も立ち上がると、踵を返した。

　そして、菖蒲と擦れ違い様に小声で言った。

「私──あなたの事、認めてませんから」

「…………」

　菖蒲は、返す言葉が見つからなかった。

　弌葉は、ため息混じりの煙越しに桐の姿を見送った。

　そこに、三人目の声が聞こえた。

「お兄さんは大変ね」

　弌葉は、声を見上げて答えた。

「男はみんな大変なんですよ」

　抜けた天井の上の階で、一人の女性が梁はりに腰掛けていた。

「ふふ。そんな事を言うと、フィアンセが怒りますよ」

　その女性の耳には赤い小さな石が光っていた。

「あら、私はかまわないわよ。大変なくらい私に手をかけてくれるなら」

　菖蒲はヘルメットをかぶりながら言った。

「訂正。男が大変なんじゃない。女が面倒なだけだ」

「そうよ。面倒だから可愛いの」

「舞まいさん、言ってやって下さい」

「私もいろいろと面倒な女ですよ。生まれながらに」

「それ、冗談になってませんよ」

　土つち宮みや舞まいは、千年の昔より陰おん陽みよう道どうの系譜を継ぐ退魔師の家系、土宮家第二十六代目の頭主である。

　彼女の耳に輝く赤い石は頭主の証あかし──殺生石の小さなかけらだ。

　殺生石は妖力の結晶であり、持つ者は無限の霊力を得る事ができると言う。

　しかし常人が持つと、その妖力によって魂を蝕むしばまれて悪霊と化すという危険な石だ。

　土宮家では、代々伝わる小さな殺生石のかけらを、封印の儀式によって妖力を封じて頭主が受け継いでいる。

　そして、その霊力によって最強の霊獣と己の魂を結びつけ、除霊の任に就いている。

　ドルン！　菖蒲がアクチュエーターの強力な踏とう力りよくでキックスターターを蹴ると、オフロードバイクのエンジンは一発で始動した。

「さあ、仕事よ。乗って」

　増設されたタンデムシートに弌葉が乗るが早いか、菖蒲はアクセルを開ける。

　爆音とともに急発進したバイクは廃ビルを飛び出すと、通りを突っ切って建設途中のビルに突入した。

　そこは鉄骨とモルタルの幹が茂った森だった。

　舞のバイクは作業用に組まれた足場や階段を難なく登ると、目標のフロアに飛び出した。

　右脚が義足とは思えないバイクテクニックだ。

　フロアには数名の現場作業員がいた。

　舞は構わずバイクで作業員たちの間を突っ切る。

　すると──作業員たちの躰は輪切りになり、ヘタクソなダルマ落しのように崩れた。

　バラバラになった作業員たちの躰は、床に崩れると断末魔とともに霧散した。

　山彦だ。

　ここで作業していた人間の形に擬態していたのだ。

　この建設現場は政府からの通達で人払いをしているので、本物の作業員は残っていない。

　後席の弌葉が山彦を細断したワイヤーを引き寄せると、分ふん銅どうになっている飛とび苦く無ない──その昔、忍者が使っていたスローイングナイフ──が戻って来る。

　飛苦無をキャッチした弌葉は次の獲物を認めた。

「二時に三匹！」

「了解ＣＯＰＹ！」

　菖蒲が素早くハンドルを左に切ると、ジャイロ効果で車体が右側に倒れる。

　弌葉が投げた飛苦無が右前方二時の方向に飛ぶと、柱を囲んでるコンクリートパネルに深々と刺さる。

　右に急旋回したバイクが三名の作業員の傍らを走り抜けると、飛苦無の後に曳ひいている極細のタングステンワイヤーがその影を斬った。

　弌葉は三匹の山彦が消滅したのを確認すると同時に、再びワイヤーをたぐり寄せて飛苦無を回収しようとする。

　その時──宙を舞う飛苦無を何者かがつかんで止めた。

　不意にワイヤーを引かれた弌葉はバイクから落車する。

　弌葉が瞬時に体勢を整えると、そこに光る金属が飛来した。

　弌葉が咄嗟に反対の手でつかみ取ると、それは弌葉が投げたのと同じ飛苦無だった。

「おや、男前が登場したな」

　見ると遠方に、片手に飛苦無をつかみ、もう一方の手でワイヤーを放っているもう一人の弌葉がいた。

「倒すのが惜しいが、仕事だ。覚悟してくれ」

　弌葉がワイヤーを鞭むちのように振ると、ワイヤーのたるみがループになって飛ぶ。

「倒すのが惜しいが、仕事だ。覚悟してくれ」

　山彦が擬態した弌葉も同じ台詞で、同じ動作をして、ワイヤーのループを飛ばす。

　互いのワイヤーのループ同士がぶつかり、相手のワイヤーを弾き返す。

　弌葉が飛苦無を放つと、山彦の弌葉も同様に飛苦無を放つ。

　山彦はまったく同じ動作で、同じ攻撃を放った。

　その動作は正確で、山彦を攻撃すると、山彦も同じ攻撃を返し、山彦の攻撃を避けると、山彦も同様にこちらの攻撃を避ける。

　このままでは決して勝負がつく事はない。

　そして、こちらが疲労するのを待ってから本格的な攻撃を始めるのが山彦の戦法だ。

「さすがは俺だな、いい腕をしている」

「さすがは俺だな、いい腕をしている」

「だがな」

「だがな」

　弌葉がワイヤーを引いて飛苦無を回収すると、山彦の弌葉も飛苦無を回収する。

　そして、攻撃を止めて目を閉じると、山彦の弌葉も同様に、攻撃を止めて目を閉じた。

「終わりだ」

「終わりだ」

　瞬間──山彦の弌葉が砕け散った。

　背後から飛来した菖蒲のバイクが、山彦に体当たりしたのだ。

　ウィリーで飛んで来たオフロードバイクは摩尼タイヤを履いていて、タイヤのトレッドパターンに刻み込まれた真言が光っている。

　タイヤだけでなく、回転部品のすべてに真言を刻み込んだ特殊バイクだ。

　エンジンの回転数を上げると、摩尼車の原理で功徳が増す。

　高速回転する摩尼タイヤに触れた山彦の部分は浄化されて霧散し、その圧力で爆発した。

　山彦を砕いたバイクはそのまま弌葉に向かって走る。

　弌葉は擦れ違い様にバイクに飛び乗った。

「躊躇ためらいねえな。俺の顔してるのに」

「日頃の鬱うつ憤ぷんを晴らすのにいいわよ」

　こちらと同じ攻撃を同じ精度で真似る山彦は、一人で倒すのは難しい。

　しかし、こちらを真似る習性がある以上は、引き付けておく事は容易たやすい。

　だからチームで攻撃を仕掛け、一人が引き付けておいてもう一人が倒すのが山彦退治の鉄則だ。

　そこに爆音が響く。

　すぐ傍らを、弌葉を乗せた菖蒲のオフロードバイクが併走していた。

　山彦の擬態だ。

　サイドミラーを見ると、同じバイクが何台も追いかけて来る。

　チームで攻撃を仕掛けても、チームのすべてを擬態されると敵かなわない。

　山彦は複数の攻撃に対処できるように群れで集まる習性があった。

「怒らせたみたいだな」

「潮時ね」

　菖蒲はバイクのスピードを上げると、足場の階段を駆け登った。

　山彦の擬態バイクも同じように階段を駆け登り、追ってくる。

　菖蒲のバイクはビルの屋上に躍り出た。

　正確には屋上ではなく、今のところ建設が進んでいる一番上のフロアだ。

　鉄骨が剝きだしの柱が空に向かって何本も生えている。

　行き止まりだ。

　菖蒲がフロアの端で停車すると、次々と登ってきた擬態バイクが周りを取り囲んだ。

「万事休すってところね。これで全部かしら？」

「みたところ数は合ってるな」

「なら、ここまでね」

　菖蒲が手をあげると、擬態した山彦たちも一斉に手をあげた。

　それを合図に、フロアの反対側に人影が現れた。

「お任せ下さい」

　山彦たちが一斉に声の方を向いた。

　普通なら山彦は複製元と同じ行動をとり続けるが、危険を感じたのだ。

　そこには土宮舞が佇んでいた。

　舞は手指で印を結ぶと呪文と共に霊獣を召喚した。

「喰が霊れい解放──白びやく叡えい！」

　瞬間──舞の背後の空間に曼まん荼だ羅らが現れて光る。

　その曼荼羅の中央から、巨大な白い獣の頭部が現れた。

　土宮家に代々受け継がれている最強の霊獣、白叡である。

　狗いぬ神がみと呼ばれる霊獣で、狗の頭部をした長い龍のような姿をしている。

　真っ白な毛並みに覆われた体たい軀くは太い鎖で拘束されていて、曼荼羅の中から繫がれていた。

　舞の背から伸びるように現れた白い龍を見て、山彦たちは戦せん慄りつしたように見えた。

「白叡、喰くらいなさい」

　白叡は舞の命令により山彦たちに襲いかかった。

　巨大な頭が恐ろしい速度で飛びかかる。

　大蛇のような胴が悪霊たちを取り囲み、無数の牙が生えた大きな顎が容赦なく嚙み砕く。

　カテゴリーＢ程度の悪霊では最強の霊獣には太刀打ちできない。

　屋上におびき出された山彦たちは、一瞬にして白叡に喰われた。
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　人里離れた、というのはこういう所を言うのだろう。

　生い茂る緑の間に灰色の岩肌が垣間見え、真っ白な水飛沫しぶきが舞い散りそれが碧あおい水面に落ちる。

　古来、死後の世界と通じているとされる霊場熊くま野のに生い茂る原始林には、数多くの滝があった。

　その中でも那な智ち山さんの四つの谷には、那な智ち四し十じゆう八はち滝たきと呼ばれる修行者が瀧たき篭ろう行こうを行う滝がある。

　土宮神楽は父の雅楽に連れられて、その四十八ある滝の一つ一つを巡っていた。

　滝たき壺つぼに立つ神楽の上に、冷たい山の水が落ちてくる。

　精神を集中しているからか、それとももう麻ま痺ひしてしまったのか、印を結んで水流に打たれている神楽にはその水が冷たいという感覚はとうになくなっていた。

　まだ八歳の少女が行うには厳しすぎる荒行である。

　白装束をまとっていて、冷水で張り付くその薄い布は肌を透かしていて寒々しい。

　母の舞は最強の霊獣を継承したことから浄霊のお務めで忙しく、神楽の相手をできる時間は少ないため、代わって父の雅楽が神楽の修行を指導していた。

　水流が多くて子供には危険な滝であっても、容赦なく修行を続けた。

　人の世に死の穢れを撒く者を退治するのが、我々土宮家の使命。

　しかし、常人では人ナラザル者とまみえるのは困難である。

　使命をまっとうするためには修行を積み、精神と肉体を鍛えなければいけない。

　それができなければ死ぬ。

　死ぬだけではない。

　退魔師が死ねば、数多くの罪のない人々が魔物の犠牲になる。

　だから、死なないために己を鍛えよ。

　幼い頃からずっとそう教えられてきた神楽は、それを当たり前の事と思って生きてきた。

　そして、何一つ疑う事なく、父に連れられて修行の旅をした。

　神楽の隣に立つ雅楽は微動だにせず、まるで岩になったかのように、背を打つ滝の水を受け流していた。

　父の修行の姿を見てきた神楽は、ただひたすらに、自分もできなければならないという想いに駆られていた。

　そして一つ克服する度に母がほめてくれるのが嬉しくて、どんな荒行にも耐えていた。

　母の笑顔を思い出すと、何でもできる気がした。

　母も若い頃には同じ修行をしていたのだと思うと、行を克服する度に母に近付くような気がしていた。

　神楽は水流の冷たさを忘れ、ただ無心になっていた。

　すべての感覚が研ぎ澄まされて、敏感になっていく。

　なのに苦痛は感じなくなっていく。

　滝の飛沫の音に紛れていた鳥の声が聞き分けられる。

　水に溶けた土と木の匂いが分かる。

　微かに開けた目の前の景色は、陽が当たらぬ岩陰であるにもかかわらず明るく輝いていて、すべてが鮮明に見えた。

　飛沫の水滴の一粒一粒が見分けられる。

　そして時間が止まった。

　一瞬の時と、無限の時間とが、等しく同じになった時──世界が歪んだ。

「！」

　気付くと神楽は滝壺に倒れかかっていて、その襟えり首くびを雅楽がつかんで止めていた。

　精神の前に体力が保もたず、気を失いかけたのだ。

「戻るぞ」

「はい……」

　もう少しで何かが見える気がしたのに。

　子供の体力では無理もないとは言え、躰が保たなかった自分が悔しかった。

「歩けるか？」

「はい……あ、いいえ……」

　自分の脚で歩いて戻りたかったが、意地を張って転ぶと恥の上塗りになる。

　見栄を張らずにあきらめた。

「乗りなさい」

　雅楽は神楽を軽々と背に乗せた。

　神楽は雅楽におわれて滝壺を後にした。

　父の大きく硬い背は滝の水で冷えきって冷たく、本当に岩に乗っているようだった。
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　環境省・自然環境局・超自然災害対策室。

　悪霊、怨おん霊りようなどのニュートン力学に束縛されない超自然現象による被害を『超自然災　害』と定め、それに対処するために設立された政府の極秘機関である。

　霊が〝見える〟者を集めて作られた小さな下部機関ではあるが、日本を霊的側面から守ってきた陰おん陽みよう道どう──安あ倍べの晴せい明めいを祖とする土つち御み門かど家け──の家系が主要メンバーであるため、政治にも大きな影響力を持つ組織である。

　その室長である帝みかど富ふ士じ子こは、第二次世界大戦の終戦直後にこの超自然災害対策室を立ち上げた退魔師であり、帝家は陰陽道の本家であった。

「室長」

　室長室の扉を叩く音と、男の声が聞こえた。

「入れ」

　そう応える前に既に扉は開いていて、黒いスーツに白い顎あご髭ひげとモヒカンの大柄な男が入室していた。

　元傭兵のエージェント、岩いわ端はた晃こう司じである。

「駆除作戦、成功しました。人的被害はなし。現場の被害は軽微。〝掃除屋〟に隠蔽工作あとしまつを要請しました」

「ご苦労」

　怨霊や、怨霊との戦闘によって出た被害を世間から隠すため、一般的な事件や事故に見せかける必要がある。

　事件ごとに計画を立て、被害現場の復旧やカモフラージュを行い、それをサポートするための関係省庁との連携や、報道機関へ偽の事件シナリオを通達する専門の特殊機関がある。

　それが〝掃除屋〟だ。

　今回の山彦が大量発生した事件は「太陽黒点が活発になったためのデリンジャー現象による電波障害」というシナリオになっている。

　建築中のビルでの駆除作戦は「低予算映画のスタッフによる無許可のゲリラ撮影」というシナリオだ。

　目撃者から通報があった場合は、そう答える事になっていた。

　実際、多くの政府下部組織や報道機関は、それを事実だと思っている。

　これが国家機関によるオバケ退治だという事実を知っているのは、上層部と関係者のごく一部の人間だけだ。

「昔は山彦と言えば声が返ってくるだけだったが、今の時代に通信障害なんか起こされたらたまったもんじゃない。産業が滞れば経済損失が出るし、緊急連絡を邪魔されたら人の命にも関わる。とっとと駆除するに限る」

「ええ。航空機のトランスポンダーが狂ったら墜落事故どころか、最悪、戦争だって起きかねない。妖怪のイタズラじゃ済まされません」

　岩端は同意した。

　傭兵時代、海外での作戦中に悪霊の被害で仲間を失った経験のある彼も、悪霊には容赦がなかった。

　そこに室長机の電話が鳴った。

　富士子がスピーカーホンのボタンを押すと、カタコトの日本語が聞こえた。

「シツチョウ、デンワ」

　岩田の傭兵仲間、ナブー兄弟だった。

　電話番をしていたのだろう。

「誰からだい？」

「海外派遣チーム。ナブー、デンワまわす、いいか？」

「回しておくれ」

　スピーカーから切り替えのノイズが聞こえると、富士子は応えた。

「私だ」

　少し遅れてから声が聞こえた。

「ご無ぶ沙さ汰たしております、室長。三み途と河がわです」

　それは、三途河マサヒコ教授だった。

「お久しぶりです教授。今はどちらに」

「アメリカ、ニューメキシコ州のロズウェルです。ここで、過去に大量発生した超自然災害の原因を調査しておりました」

　地球の裏側からの衛星回線のため、返答が少し遅れて届く。

「何か成果はありましたか」

「非常に興味深いものを発見しました」

「興味深いもの？」

「はい。殺せつ生しよう石せきに関係する遺物です」

「殺生石……」

　富士子と岩端は、顔を見合わせた。

　殺生石は持つ者に無限の霊力を与えるが、代わりに持つ者の魂を蝕み悪霊化すると言う。

　今確認されている殺生石は、土宮家に伝わるほんの小さなかけら一つだけだ。

　悪霊化しないよう封印処理をして、霊獣を操るために土宮家が代々受け継いでいる。

　しかし、以前は他にもっと大きな塊も存在した。

　かつて金きん毛もう九きゆう尾びの狐と呼ばれる妖怪がいた。

　紀元前、古代中国の地理書『山せん海かい経きよう』にも記述があり、古くから存在が確認されている妖怪だ。

　殺生石はその『九尾』の魂の結晶である。

　時代時代で美女が殺生石を受け継ぎ、その力で王を惑わし国を傾けた。

　殷いん王朝では、妲だつ己きが受け継いで、王を惑わし暴政を敷いた。

　天てん竺じくの摩ま竭が陀だ国では、華か陽よう夫人が受け継いで、王子をそそのかし暴虐の限りを尽くした。

　西せい周しゆうでは、后ほう姒じが受け継いで、王を翻ほん弄ろうして国を滅亡に導いた。

　他にも、世界各国に記録が残っている。

　しかし千年前、日本で玉たま藻もの前まえが殺生石を受け継いで鳥と羽ば上皇を祟たたった時、陰陽師・安あ倍べの泰やす成なりに見破られて調伏された。

　その時に殺生石は砕け、世界各地に飛散した、と記録には残っている。

　その多くは長い年月で力を失っているだろうと言われているが、妖力の強い塊の一つが日本で保管されていた。

　しかし、第二次世界大戦の混乱の中で行方が分からなくなっていた。

　戦後、日本を統治していたＧＨＱ連合国総司令部が発見して接収したと噂されているが定かではない。

　ＧＨＱ連合国総司令部は否定しているが、それが事実ならアメリカに渡っていてもおかしくない。

「殺生石を保管していた箱の残骸と、封印の一部を発見しました」

「それは確かなのですか？」

「特徴が資料と一致します。それに──強い妖気を感じます」

「それが、なぜロズウェルで？」

「１９４７年の初夏にＣ─４７スカイトレイン輸送機が落雷によって損傷し、ロズウェル陸軍飛行場に緊急着陸したという記録を発見しました。その時、積荷の一部が地上に落下し、捜索隊を派遣し回収したとの事です」

「積荷の目録は？」

「大半は新型機を開発するための特殊素材のサンプルでした。しかし一つだけ、軍事機密のため記録が抹まつ消しようされている積荷がありました」

「それが殺生石という事か」

「このあたりは当時、《ロズウェル事件》と呼ばれるＵＦＯ騒ぎが起きた地域です。牧場主に目撃されたため、カモフラージュのために偽の報道を流したのだと思われます」

「その時代に殺生石を目撃されたなら、空飛ぶ円盤の部品だとでも言った方がごまかせると思ったってところか」

「はい。しかし、牧場主は殺生石ではなく、特殊素材のサンプルしか目撃していなかったとわかり、後に気象観測用気球と訂正したのでしょう。でも時すでに遅し、政府が空飛ぶ円盤を隠しているという噂になって広まったわけです」

「それで、殺生石の行方は？」

「今は分かりません。しかし……この手掛かりを基に捜索すれば、所在を突き止められるかも知れません！」

　三途河教授は、興奮気味に言った。

「そうすれば、持つ者に無限の霊力を与える殺生石の謎を解明できるやも！　なに、所詮は人の手によって隠されたもの、足取りは追えますよ！　必ず見つけて見せます、室長！」

「三途河教授」

「はい」

「殺生石の追跡は中止して下さい」

「は!?」

「発見した封印はただちに除霊処理を行い、処分を」

「室長！　なぜですか！　殺生石ですよ！　ずっと行方が分からなかった殺生石の行方が分かるんですよ！」

「これは命令です。ただちに処分を行って下さい」

「待って下さい、室長！」

「以上です」

　富士子はぞんざいにスピーカーホンを切った。

　聞いていた岩端は訊ねた。

「いいんですか、室長」

「触らぬ神にたたりなしさ」

「知らない人間が触れると悪霊化しかねない危険な物です。所在を明らかにしておいた方がいいんじゃないですか？」

「それで済むならな」

「と言うと？」

「米軍も馬鹿じゃない。向こうにも聖職者の専門家はいる。今現在、何も起きていないという事は、ちゃんと封印して保管されているって事さ。そのことを殆ほとんどの人間は知らないってだけだ。我々も含めて」

「元々は我々が管理していたものでしょう。その所在が分からないってのは、いい気分じゃない」

「無限の霊力を生む石だ。存在が明らかになれば、少なからずその力に魅みせられた者が近づく。それこそが奴の思うつぼだ」

「奴？」

「殺生石さ」
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　一般の携帯電話が通信圏外の地域でも通話が可能な衛星携帯電話が、力なく転がっていた。

　三途河教授は放心していた。

　自分が長年追い求めてきた謎の一端が垣間見えたと言うのに。

　それを放棄しろだと？

　広げたシートの上には、掘り出された遺物がナンバーのラベルと共に並べられていた。

　その殆どは朽ちたパイン材の破片で、輸送に使われた木製コンテナの一部だろう。

　大半は散乱した後に腐敗して消失したが、上空から落ちた衝撃で地中深く埋もれていた物は、乾燥した気候のおかげで奇跡的に残っていた。

　金属の破片は、保管していたジュラルミンケースの一部だろう。

　そして、わずかに残った桐材と思われる木片は、平安時代に封印した時の桐箱の破片だ。

　しかし、シートの端で二十二番のラベルの横に置かれた直径十インチほどの円盤状の物体は、完全な形で残っていた。

　銅鏡だ。

　三途河教授は銅鏡を手に取って見つめた。

　今は全面が緑ろく青しようの錆さびに覆われて緑色をしているが、もともとは青銅によるもので黄金色だった。

　表側は水銀と錫すずのアマルガムで磨かれた銀鏡面のはずだが、今は緑青でその痕跡もない。

　殺生石を封印するために使われていた神器だ。

　記録と一致する。

　陰陽師によって磨かれた銅鏡は、神聖な力で妖力を封印するために、殺生石と同どう梱こんされていた。

　それが事故によってバラバラになったのだ。

　殺生石の妖力によって、反対に妖気を帯びてしまったのだろう。

　これがここにあると言う事は、殺生石は一度封印を失っている。

　米軍が見付けて回収したなら、別の形で封印しているはずだ。

　軍事機密であれば、その所在を簡単には知る事はできないだろう。

　逆に言えば、軍事機密であるなら軍が輸送に絡んでいるはず。

　それだけでも足取りは絞られる。

《ロズウェル事件》のＵＦＯの残骸は、〝エリア51〟という米軍の秘密基地に運ばれたという噂がある。

　アメリカ政府は〝エリア51〟の存在を認めていないが、公然の秘密であり、ネバダ州の立ち入り禁止区域にあると言われている。

　銅鏡から発せられる妖気は、微かだが北西に向かって流れている。

　主あるじの足取りの方角だろうか。

　北西の方角にはネバダ州がある。

　三途河教授は、室長の言葉も忘れて殺生石の所在に頭を巡らしていた。

　妻の呼ぶ声も耳に入らなかった。

　心配した雪ゆき世よが肩を揺すると、考えを乱された怒りで体が動いた。

　気がついたら、妻が顔を押さえて倒れていた。

　その傍らで、息子のカズヒロが怯えている。

　自分は今何をした？

　今まで妻に手を上げた事などないのに。

「発掘したものはすべて処分する。室長の命令だ。焼却する前に記録を取ってくれ。他の国で活動しているチームのメンバーには知らせるな。これは極秘事項だ」

　そう言って、三途河教授は銅鏡をシートの上に戻した。

　やるべき事をやらなければいけない。

　そう、自分がやるべき事を。

　少し目眩めまいがする。

　教授は銅鏡を見つめた。

　その緑青に錆さびた青銅の円盤が、なぜか妙に美しく思えた。
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　四時間目の音楽の授業が終わり、冥めいは教室に帰るところだった。

　来年は中学に上がる冥の学年では、受験に関係のない音楽の授業は身に入らない者もいれば、息抜きに喜ぶ者もいた。

　余裕があれば、理想は文武両道であるべきだが、冥には余裕がなかった。

　それ故に、冥は反対に受験に関係のない課目であっても真剣に受けていた。

　すでに冥は特待生に選ばれるだけの成績は得ていたが、それだけでは満足できない。

　親族の中で恥ずかしくない評価を得るだけの実力が欲しかった。

　何か一つでも劣っているように見られたくない。

　負けたと思われたくない──父のように。

　冥は、すべてにおいて負けられないでいた。

　教室に戻った冥は、廊下で待っている下級生に気付いた。

　それは黄よ泉みだった。

「冥姉さん」

「何かしら」

　冥は黄泉の事をよく知らなかった。

　一度挨拶に来たので父に訊いたら、頭主の娘だと教えてくれた。

　立場の事があるのか、父はあまり話したがらない様子だった。

　その事もあり、冥も黄泉には距離を置いていた。

「あの……昨日はありがとうございました」

　そういって黄泉はペコリと頭を下げた。

　昨日、カテゴリーＣを追っていて偶然黄泉を助けた事だ。

　途中で管くだ狐ぎつね遣いの上級生に獲物を奪われてしまったが、従妹を助ける事ができたのは別の意味でも良い事だ。

　年上の親族として相応ふさわしい行動だ。

「いいわよ別に。それが仕事なんだから」

「はい。ありがとうございます」

　頭をあげた黄泉はそのまま、何か言いたいのか、それとも何か聞きたいのか、冥に笑顔を向けていた。

　意図が分からなくて冥は訊ねた。

「何。まだ何かあるの？」

「あの！　それで！　お礼に、お弁当作って来たんですけど！」

　そう言って黄泉は、お弁当の包みを差し出した。

「一緒に食べませんか？」

　冥は不意に苛いら立だちを感じた。

　その苛立ちが何なのか自分でも分からない。

　冥は何も応えず教室に入り、扉を閉めた。

　何なのあの子。

　冥は何かが悔しかった。

　助けたのは自分なのに、何かが負けたような気がする。

　きっと、あの余裕のある態度だ。

　諫山家の頭主の娘だという余裕だ。

　それは努力しても自分には得られないもの。

　それを持っている黄泉が羨うらやましかった。

　そして、自分の余裕のなさをあらためて自覚した。

　悔しい。

　冥は五時間目の予習の前に、受験の参考書を読んだ。

　いつの間にか昼休みは終わり、家政婦の作った弁当を食べずに残した。




　　　　×　×　×




「何も無視しなくてもいいじゃんなー」

　紀のり之ゆきはバスケットからサンドイッチをつまんで食べた。

「もう、食べないでよ！　あんたに作ったんじゃないんだから！」

　学校の帰り、黄よ泉みは飯い綱づな紀之と遭遇した。

　少し落ち込んでいたので、ちょうど気晴らしに良かったし、何より管狐が見たかった。

　公園で黄泉は食べてもらえなかった弁当を開くと、サンドイッチをつまんで管狐の前に差し出した。

　管狐は少し匂いを嗅ぐと、黄泉の手からサンドイッチを食べた。

「その従姉がお前にあたるのも分かんなくはないけどさ」

「なんで？」

「だってお前、長男の娘なんだろ？」

「え……。うん……」

「退魔師は古い家系だからな。よく家督問題でトラブる事があるって親父が言ってた」

「ふーん……」

「めんどくせーよなー、そーいうの」

　そう言って紀之はサンドイッチをもう一つ食べた。

「だから食べないでって！　この子にあげたんだから！」

「コイツのもんなら、飼い主の俺のもんだろ？」

「ちがうわよ！」

「ちがわない。俺がコイツに取って来させた獲物なんだから俺のもんなの」

　そう言ってもう一つ食べた。

「もう！　じゃ、この子ちょうだい」

「ダメ。ウチの霊獣。ていうか何だよその理屈。わけわかんね」

「すぐ増えるんでしょ？　一匹くらいいいじゃない」

「お前には遣えねーよ」

「遣わないもん。ペットにするから」

「霊獣をペットにすんなよ。だいたいお前には諫山家の霊獣がいるだろ」

「え……！」

「宝刀・獅し子し王おうに宿る霊獣、鵺ぬえ。あれは最強の霊獣、喰が霊れい・白びやく叡えいともタメを張れるぜ」

「別にそういうのが欲しいわけじゃないから」

「何が欲しいんだよ」

「かわいいの」

「鵺は、かっこいいぞ」

「かっこいいんじゃなくて、かわいいのがいいの！」

「鵺も、かわいいぞ」

「ほんと？」

「もしかして見たことないのか？」

「うん……」

「この管狐の何倍もかわいいぞ。いずれお前が継ぐんだ」

「そうなの？」

「諫山の長女なら当然だろ。だからコレは俺が食っていいよな」

　そう言って紀之はサンドイッチをつまんだ。

　今度は、黄泉は何も言わなかった。

　紀之のヘリクツに納得したわけではない。

　諫山家の長女として継ぐという言葉が、黄泉の心に引っかかっていた。

　そんな黄泉に、紀之はサンドイッチの御礼と言ってアイスクリームを奢おごってくれた。

　紀之は、鵺・乱紅蓮と、喰霊・白叡について熱く語った。

　黄泉はそれ聞きながら、管狐にウエハースを一かけあげた。

　ウエハースを小さくかじる姿を見て、やっぱり管狐が欲しいと思った。




　　　　×　×　×




　諫いさ山やま奈な落らくは悪い脚をかばって杖を手にすると、控えめに鳴った呼び鈴を出迎えた。

　それは、暫く会っていなかった弟だった。

「ご無沙汰しております、兄上」

「変わりなさそうだな、幽ゆう」

「兄上も、お元気そうで何よりです」

「どうした突然、連絡もなしに」

「実は。娘の冥の事で、相談に参りました」

　その一言で奈落は事情を察した。

　幽は退魔師を辞めて久しい。

　兄の奈落には遠く及ばないとは言え、退魔師としての腕は悪くはなかった。

　ただ、気構えが少しだけ及ばなかった。

　命をかけてまで戦う事に、とうとう使命を見いだせなかったのだ。

　普通の人としての幸せが恋しかった。

　そして、娘と共にお務めから離れて暮らしていた。

　しかし、退魔師の家系として生まれ持った力と、それによる業ばかりはどうする事もできなかった。

　冥めいも霊が〝見える〟のだ。

　そして、冥は退魔師になる事を望んだ。

　幽は止めたが、冥は聞かなかった。

　辛つらければ諦あきらめるだろうと思い、子供には辛く厳しい修行を与えてみたら、冥は苦行に耐えてメキメキとその力を伸ばし始めた。

　放っておいたら、いずれ勝手に退魔師を目指すだろう。

　もし本当に退魔師になったら、中途半端な修行は命取りになる。

　幽は諦めるしかなかった。

　奈落は幽を書斎に案内して言った。

「やはり蛙の子は蛙か。人に見えぬものが見えると、人と同じ生き方をするのは難しいだろう」

「今更おめおめと戻る事が許されるとも思いません」

　幽は退魔師に生まれた宿命から逃げた負い目があり、奈落とは長らく連絡を取っていなかった。

　分家の間でも立場がなく、幽を悪く言う者も少なくなかった。

　こと、身内である奈落は、特に幽に厳しかった。

　そして両者は疎遠になり、別々の世界で生きていた。

「それでも、人の世に死の穢れを撒く者を退治するのは、我らの宿命。どうする？」

「兄上に、お任せいたします」

　そう言って、幽は頭を下げた。

「分かった。そうまで言うなら引き受けよう」

「ありがとうございます」




　　　　×　×　×




　通学路で幽霊を見た。

　事故だろうか。

　自殺だろうか。

　冥めいは下校中、橋の欄干に腰掛けた物憂げな少女の姿をみた。

　歳は冥より少し上で、その姿は大怪我をしている。

　冥は少女に歩み寄ると言った。

「あなたも死の穢けがれを撒くの？」

　少女の霊は恨めしげに冥を睨んだ。

　冥は一瞬気け圧おされたが、クロスを握る手に力を込めた。

　退治しなければ。

　冥はクロスを薙刀に開こうとした。

　チリン──その時、冥は鈴のような音を聞いた。

　振り向くと、そこには白い着物の女性が立っていた。

　耳に小さな赤い石の光る女性は、優しく語った。

「人の死は哀しみを撒く。生きている人はその哀しみで気きが枯かれる。それがキガレ。すなわちケガレ」

　そう言って女性は、少女の霊の手を取った。

「突然の死で混乱しているのね。もう大丈夫よ。みんなの所にいきましょう」

　女性は少女の手を握ったまま、もう一方の手で印を結ぶ。

　冥には、足下に光の川が現れるのが見えた。

「オン・カカカ・ビサンマエイ・ソワカ」

　少女の霊は光の粒子となって散ると、光の川に流れて消えた。

　浄霊だ。

　少女の霊が浄化されて女性が印を解くと、光の川は消えた。

　冥がその様子を呆ぼう然ぜんと見ていると女性は言った。

「あなたも、ケガレてるの？」

「え……？」

「大切な人を亡くしたの？」

　突然の言葉に、冥は答える事ができなかった。

　しかし、女性はすべて悟っていた。

「そう。でも大丈夫。今の人と同じ、生まれる前の場所に行っただけ」

　大丈夫じゃない。

　私の母はそうかも知れないけど、残された私は大丈夫じゃない。

「だから。あなたは今を精一杯生きなさい」

　わかっている。

　わかっているけど、でも。

　冥は、すべてを見透かされているようで怖かった。

　きっと、自分が目指しているのは、この女性のような退魔師だ。

　その仕事を今、目の当たりにした。

　そして、今の自分では何年経とうと到底届かないと思った。

　冥が舞まいの優しさに触れて絶望を感じた時、冥の携帯電話が着信した。

　それは、父からの呼び出しだった。




　　　　×　×　×




　諫いさ山やま家の本宅には稽古場がある。

　かつてこの広い道場には、多くの退魔師が奈な落らくに稽古をつけてもらうために訪れていた。

　今も、分家の者や昔の弟子が訪れる事があるが、奈落が躰を傷めてからはその機会も減り、もっぱら黄よ泉みに稽古をつけるのに使われているだけである。

「おお。来たな、黄泉」

　黄泉が稽古場にやって来ると、そこには父の奈落と、叔お父じの幽ゆうが並んで正座しており、その前には従姉の冥めいが正座していた。

「そこに座りなさい」

　黄泉が冥の横に正座すると、父は言った。

「黄泉。冥。二人ともお互いの事は知っておるな」

「はい」

「学校でお会いしました」

「なら話は早い。今日から冥はうちで暮らす事になった」

　黄泉と冥は驚いたが、表には出さず、口を開かなかった。

　代わりに幽が口を開いた。

「私の勝手で長らく家業から離れていたが、将来、冥が退魔師として立派にお務めできるよう、兄上に修行を見て頂く事となった」

「急な話で驚いただろうが、こういった事は決まったら早い方が良い。親しい者同士で修行すれば、お互い励みにもなるだろう。二人とも仲良くな」

「はい」

　黄泉と冥は声を合わせて応えた。

　父たちが決めた事に反論はできない。

　それも、自分たちの事を思っての決定だ。

　どうして反論できよう？

　冥にとっては、奈落に稽古をつけてもらえるなら願ったり叶かなったりだ。

　黄泉にとっても、冥と稽古ができるなら上達は早くなるだろう。

　ただ──二人の関係性が問題というだけだ。

　しかし、それを口にできる者はいなかった。

　その後は早かった。

　冥は客間を使う事になり、当面必要な荷物は家政婦によって届けられ、後は後日あらためて運ぶ事になった。

　急な来客で用意がなかったので、夕食は店屋物を取り寄せる事にした。

　あらためて家族の挨拶という事で、軽い酒の席となった。

　退魔師としてお務めだけに専念して生きてきた奈落が、一度は逃げた弟とは言え、その娘のお務めに就きたいと言う意志を受け入れないわけがない。

　奈落は、幽の謝罪と感謝を快く受け入れ、できる限りの指導を約束した。

　それでもわだかまりがあるのか、兄弟の会話はどこか余よ所そ余所しかった。

　それほど遅くない時間に酒宴は終わり、冥を預けて幽は去った。

　用意しておいた風呂に父が入っている間に、黄泉は片付けを始めた。

　冥も水仕事を手伝おうとしたが、黄泉はそれを断った。

「あ、大丈夫です、私がやるから」

「いえ。私も手伝います」

「ううん、いいから。お客さんにそんな事させられ──」

　冥はキッと黄泉を睨んで、言葉を遮った。

「お客じゃないから」

　今から、この家の子──諫山家頭主の子になるという意志だった。

「はい……」

　黄泉は気圧されて、冥に洗い物をまかせると、自分は明日の朝食の下準備をした。

　家の案内以外には特に会話もなく、片付けと風呂を済ませたら、各自の部屋で床に就いた。

　黄泉は、冥が泊まってる緊張に眠れないでいた。

　いや、泊まっているのではない。

　これから一緒に住む家族だ。

　そう思うと余計に緊張して、どうしようかと迷う。

　朝起きるまでやるべき事はないのに、何かを、どうにかしないといけないような気がして、黄泉は焦った。

　しかし、何がどうなるわけでもない。

　眠れない黄泉は布団から出ると、体操着に着替えて部屋を出た。

　父を起こさないよう、静かに階段を下りると、そこに人影が立っていた。

「こんな夜中に、どこに行くの？」

　それは冥だった。

「あ……ちょっとお手洗いに……」

「刀を持って？」

　黄泉は持っていた刀袋を背中に隠そうと慌てたが、見つかったものは仕方ないので諦めた。

「良かったら手合わせどう？」

　見ると、冥も薙刀の袋を手にしていた。




　　　　×　×　×




　夜中に音を立てて迷惑にならないよう、二人は外出した。

　そして、近くの高速道路の高架下の空き地を選んだ。

　黄泉よみと冥めいは、無言のまま得物を手に対峙すると、互いに一礼した。

　そして冥は、おもむろに薙刀を構えた。

　黄泉も二刀流用の本差しを右手に、脇差しを左手に構えた。

　二人の武器は実戦用の霊刀で、刃が付けてある。

　まさか手合わせになるとは思っていなかったので、黄泉は練習用に真剣を持ってきていた。

　競技の練習ではなく、実戦の練習だ。

　危険ではあるが、危険な武器を安全に扱う事も大切な練習だ。

　しかし、手合わせとなると話は別だ。

　黄泉は木刀か竹刀に取り替えたかったが、冥の気迫がそれを許さず、言い出せなかった。

　冥は薙刀を中段に構えていた。

　黄泉は右片手上段、左中段で、左足を前に出す逆目で構えていた。

　奈落は黄泉に二刀流を教えていた。

　それは、二刀流で戦うためではなく、まず二刀流で熟練した上で一刀流に切り替えるという教え方を選んだからだ。

　二刀流は実戦的だ。

　状況に応じて、どちらか一方の刀が盾の代わりになる。

　相手と鍔迫り合いになった時、一刀流では刀が封じられるが、二刀流ではもう一方の刀で攻撃できる。

　右利きばかりと戦ってきた相手にとって、左手からの攻撃は慣れていなくて戦いにくい。

　片腕を負傷した時に、片腕だけで刀を扱う事にも慣れている。

　他にも二刀流ならではの局面が多くある。

　一度それらを熟知してから一刀流を学ぶのは、有意義な事が多い。

　一刀流の弱点を意識して戦いに臨める。

　それは、自分が片腕を失った上での奈落の流儀だった。

　頭上の高速道路を深夜便の大型トラックが走る振動が足下に伝わってきて、ずっと小さな地震が起きているように感じる。

　二人が互いに睨み合うと、間合いを計るのもそこそこに、冥はいきなり斬りかかった。

　競技ではない。

　実戦の悪霊は、気持ちが整うまで待ったりはしない。

　どんな体勢の、どんなタイミングからでも攻防を始められる能力が必要だ。

　冥の打ち込んだ薙刀を、黄泉は左手の脇差しで払うと、右手の本差しで冥に打ち込んだ。

　冥は払われた薙刀をクルリと回すと、柄つかの側で黄泉の本差しを受けとめる。

　さらに半回転した冥は、上段から斬りかかった。

　それを黄泉は脇差しで弾くと、跳び退いて間合いを取った。

　黄泉は訊いた。

「どうしてなんですか？」

「何が？」

「どうして私の事、嫌うんですか？」

「嫌う？　どうして？」

「私が、諫山の跡継ぎだからですか？」

「バカじゃないの？」

　冥は薙刀で打ち込んだ。

　黄泉はそれを刀で弾き返す。

　連続で打ち込む冥の太刀筋を、黄泉は両手の刀で交互に受け流した。

「いい筋してるわね。さすがは諫山奈落の娘ね。いい先生がいて羨ましいわ」

　冥は力を込めて打ち込んだ。

「でもあなたのお父さんは、お務めを辞めたのよね！」

　黄泉は何を言われたのか分からなかった。

　黄泉は混乱しながら、太刀筋を受けた。

「怪我でもう戦えないのよね！」

　その言葉に黄泉の心臓が跳ねた。

「なのに何で──」

　冥は続けて打ち込む。

「なのに、何で！」

「──!!」

　父の事を悪く言われたように感じた黄泉は、怒り混じりに叫ぶと、冥に向かって本差しで打ち込んだ。

　冥はその太刀筋を薙刀で受けとめて言った。

「その程度の腕でいい気にならないでよね！」

　冥はクルリと薙刀を回すと、力まかせに上段から柄で打ち込む。

　黄泉は交差した両刀で受けとめるが、勢いに負けて後あと退ずさった。

「私は負けない！」

　冥は打ち込んだ勢いを殺さず、さらに半回転すると、薙刀を横に振った。

　それを受けた黄泉の本差しが弾き飛ばされた。

　力を失った黄泉は咄嗟に間合いを取ると、左手に残った脇差しを右手に持ち替えて構えた。

「どうして、冥姉さん!?　私の何が気に入らないの!?　どうしてですか!!」

　冥は薙刀を構え直して答える。

「私はね。あなたじゃなくて私自身が嫌いなの」

「え？」

「だから。あなた達親子には負けられないの」

「それって……どういうことですか？」

「私のお母さんはね。私を生んで死んだの」

　冥は構えを解かず、切っ先を向けたまま語った。

「それでお父さんは、私を育てるためにお務めを辞めた。危険なお務めで私まで死なないように、家の宿命を捨てた。それでお父さんは分家の間で立場を失った。幼い頃、お父さんが分家の人たちと言い争っているのを何度も見たわ。お務めを逃げた卑怯者だと何度も何度も非難された」

「そんな……」

「私のせい。ぜんぶ私が生まれたせい！」

　悲しみなのか、悔しさなのか、冥の目には涙が滲んでいた。

「でも私が強くなって、お父さんの分までお務めを果たせば。誰にもお父さんの事を悪く言われずに済む」

「冥姉さん……」

「なのにどうして？　奈落おじさまだって戦うのを辞めたのに！」

「え……」

「お務めで怪我をしたから？　どうして私のお父さんだけ悪く言われるの？　私のお父さんも怪我をすれば良かったの？」

「…………」

「だから黄泉さん、私はね──」

　冥は構えた薙刀に力を込めて言った。

「奈落おじさまの娘には負けるわけにはいかないの」

　黄泉はその話を聞いて──おもむろに構えを解いた。

「やめて」

　黄泉は言葉もなく、刀の切っ先を下ろした。

「やめて！　構えなさい！」

　黄泉は、だまったまま俯うつむいた。

「やめてって言ってるでしょ！　同情なんかしないでよ！　戦って！　諫山の娘として私と戦って！」

　黄泉は、つぶやくように言った。

「ごめんなさい……」

「……？」

「ごめんなさい……私！」

「黄泉さん……？」

　冥は黄泉の様子が違う事に気付いた。

「ごめんなさい……ごめんなさい……！」

　黄泉はひたすら謝った。

　その目には涙が滲んでいた。

「ごめんなさい……私……本当はお父さんの子じゃないから……」

「え……」

「私……拾われっ子だから」

「……！」

「本当の家族は……私が小さい頃、悪霊に……」

　冥にとっては、初めて聞く話だった。

　教えてくれるような分家との付き合いはない。

　家系の事に口を閉ざしていた父が詳しく話すはずもなかった。

　黄泉は涙を隠さずに語った。

「うちは退魔師でも何でもない普通の家だった。なのに私だけが〝見える〟子だった。周りからは変な子だって思われてた。だから、見えないフリをするようになってた」

「黄泉さん……」

「いつもはそれで何もなかったの。でも、あの日は違った。いつもみたいに、見えていたのに見えないフリをしてた。そしたら、ただの幽霊じゃなくて悪霊だった。それで家族は……」

「…………」

「私が言えば、逃げられたかも……両親は助かってたかも……なのに！」

　冥は、黄泉も自分と似た境遇なのだと知った。

　自分が大切な家族を不幸にし、その事を悔やんでいるのだと。

「今のお父さんがいなかったら、私は死んでた。今こうして生きてるのは、お父さんのおかげ。お父さんが怪我をして戦えなくなったのも、私を助けたから……だから……ごめんなさい……」

「黄泉さん……」

「私も……早く強くなりたい……」

　その言葉に、冥の薙刀の切っ先が下がった。

「冥姉さん……？」

　二人は、互いに言葉なく見つめ合った。

〝見える〟者同士だったのに、ずっと互いのことが見えないでいた。

　今は、少しだけ見えるような気がした。

　高速道路を流れる車の音が、何台も何台も二人の間を通り抜けていた。

　チリン──その時、どこからか鈴のような音が聞こえた気がした。

　二人は、その聞き覚えのある音で我に返った。

　再び鈴の音が響く。

　黄泉と冥は言葉も交わさず、まるで示し合わせたようにその音を探した。

　二人は鈴の音を追った。

　それは、耳に聞こえる音ではない。

〝見える〟者だけが感じる波動だ。

　どこからか、その存在が居場所を鳴いている。

　黄泉と冥は、二人して夜の住宅街を走ると、広い公園に着いた。

　そこではジャングルジムの上に、白い着物と桜色の羽織の女性が腰掛けていた。

　そして、月明かりに照らされた白い大きな龍のような霊獣をあやしていた。

　霊獣は太い鎖で絡められていたが、女性になついているようだった。

　その姿を見て黄泉はつぶやいた。

「喰霊・白叡……」

　このあいだ飯綱紀之に聞いた通りの姿だ。

「それじゃあの人は……土宮家頭主、土宮舞」

　舞の耳には小さな赤い石が輝いていた。

　殺生石は霊力に共鳴して鳴いていた。

　黄泉と冥は、ただその姿に見とれていた。
















参年前　惨禍始　─ さんかのはじめ ─







「二に階かい堂どう桐きり、本日より超自然災害対策室に着任します」

　十八歳になった桐が、黒いスーツ姿で報告した。

　短く切った髪のせいで、セミロングだった頃のガーリッシュなイメージは消えていて、ぱっと見は美少年に見えた。

「うむ。早速だが仕事だ。総員、緊急出動！」

「了解！」

　富ふ士じ子こ室長が命令すると、対策室にいたメンバーは一斉に応え、弾かれたように飛び出した。

　元傭兵の岩いわ端はた晃こう司じと、傭兵仲間だったナブー兄弟が、米軍から取り寄せた高機動多用ハン途装輪車両ヴイーに乗り込んで急発進する。

　新人の飯い綱づな紀のり之ゆきと桜さくら庭ば一かず騎き、そして兄妹の二階堂弌いち葉はと桐が、もう一台で後を追う。

　その二台を先導するように、神じん宮ぐう寺じ菖蒲あやめのオフロードバイクが先行した。

　弌葉が運転する助手席で、桐は兄譲りの飛苦無を点検する。

　それを横目に、弌葉がタバコをくわえながら言った。

「初陣だからって、あんまり硬くなるな。リラックス、リラックス」

　瞬間、目前をキラっと光が舞うと、弌葉のくわえたタバコが切り落とされてフィルターだけになった。

「車内は禁煙」

　そう言って桐は、飛苦無のワイヤーを収納した。

「おいおい、菖蒲みたいな事言うなよ」

「結婚したら止めるんじゃなかったの？」

「子供ができたら止めるよ」

「まったく。何で義姉ねえさんはこんなのに騙だまされたんだろ」

「騙されたのは俺の方だよ。財布が一緒で小遣い制なんだぜ」

「いいお嫁さんじゃない。しっかりしてて。現場は？」

　桐が後席に訊くと、紀之が応えた。

「ちょっと待ってくれ」

　紀之は、肩に乗せた管狐と意識を共有した。

　斥候に放っている他の管くだ狐ぎつねたちから送られてきた視覚イメージを拾い、現場の状況を把握する。

　戦闘は既に始まっていた。

「ヤバいな。アイツら先に到着してる」

　隣の一騎が慌てた。

「う。マジかよ。二階堂さん、急いでよ！　また全部もってかれちまうぜ！」

「おう。飛ばすぞ、しっかり摑つかまってろ！」

　そういって弌葉はアクセルを踏み込んだ。




　　　　×　×　×




　港の倉庫街をセーラー服の少女が駆け抜ける。

　積み重なったコンテナの陰から、少女に向かって数匹の悪霊が飛びかかった。

　ダン！　ダン！　ダン！　と、大きな銃声と、眩まばゆいマズルフラッシュと共に刀が走ると、悪霊たちは軽々と切り裂かれ、霧散した。

　それは、二刀流の退魔刀・舞マイ蹴ケル拾壱號１１ごうを両手にした黄泉よみである。

　十四歳になった黄泉は、超自然災害対策室のエージェントとしてお務めに出ていた。

　お務めと言っても、社会勉強と実戦訓練を兼ねた非正規雇用で、アルバイトのようなものである。

「さすがマイケル師匠の新作。良く斬れるわ」

　黄泉は、手にした舞蹴拾壱號を眺めて言った。

　舞蹴拾壱號は一見日本刀に見えるが、拳けん銃じゆうのような引き金があり、トリガーガード部分がレバーになっている。

　そして、刀の切っ先にはガスポートの穴が開けられていた。

　コンテナの陰から新しい悪霊が現れ、黄泉に向かって跳びかかる。

　黄泉が両手の舞蹴拾壱號をレバーを支点にクルリと回すと、レバーアクションで次弾が装そう塡てんされて、空から薬やつ莢きようが排出される。

　ダン！　引き金を引いて斬りかかると、火薬カートリッジが爆発して切っ先のガスポートからガスを噴射し、その反動が刀身に推力を与える。

　刀身はロケット推進で悪霊を切り裂いた。

　二刀流では片手斬りになる。

　その力不足を補うための設計だ。

　柄の中に火薬カートリッジの弾倉マガジンが挿入されていて、黄泉が刀身を回す度に、レバーアクションで次弾が装塡される機構だ。

「今日のは数だけで、雑魚ざこばかりね。舞蹴拾壱號の試し切りにちょうどいいわ！」

　無数の悪霊が、怒りにまかせて次々と黄泉に飛びかかってくる。

　黄泉は儀仗ドリルを踊るように、両手の舞蹴拾壱號をクルクルと回しながら、次々と悪霊を薙ぎ払った。

　両刀の残弾が残り一発になった瞬間、柄のマガジンキャッチを押す。

　スルリと空弾倉が抜け落ちた所で、左右から迫った悪霊に刀を突き刺して両手を放した。

　そして、スカートの下に隠したレッグマガジンポーチから新しいマガジンを抜くと、素早く悪霊に刺さっている刀に装塡して引き金を引く。

　斬！　激しいマズルフラッシュを吐き出して、左右の刀身はそれぞれ前と後に飛び出す。

　黄泉はその場でクルリと回転し、両側の悪霊を斬り裂いた。

　悪霊の破片は、マズルフラッシュのガス圧で勢いよく吹き飛ばされる。

　そこに通りかかった袴はかま姿の女性に、悪霊の破片が飛び散った。

　バッ！　女性が日傘を開いて避けると、悪霊の破片は霧散した。

　悪霊たちは袴姿の女性を見ると、丸腰とみて飛びかかった。

　しかし──カシャ！　女性の日傘は変形すると薙刀となり、近づいた悪霊を一瞬で切り裂いた。

　そして、霧散する悪霊の霞かすみごしに問いかけた。

「少し遅かったかしら」

　薙刀を構えたのは、十五歳になった冥めいであった。

「冥姉さん！」

「お手伝いしましょう、黄泉さん」

「はい！」

　黄泉と冥は事もなくカテゴリーＣを除霊した。

　二人は退魔師として腕を上げているだけではなく、コンビネーションの息も合っていた。

　三年前にあったわだかまりは消えていて、互いに信頼し合える仲になっていた。

　退魔師の間では、近年は良い若手が育っていると噂されていた。

　しかし、すべてが上手くいっているわけではなかった。

　悪霊による事件の発生率は、なぜか増加傾向にあった。

　近年はあまり出現していなかった種類の悪霊も出没していた。

　偶然だとか、ゆらぎだとか言えばそれまでだが、統計的には超自然災害は増えている。

〝見える〟人間であっても分からない波乱が近づこうとしているようだった。




　　　　×　×　×




　三み途と河がわマサヒコ教授は、受話器を握りしめて説得していた。

「はい。あくまでも学術的な調査です。私の方にも独自の研究資料がございます──」

　三途河教授は、資料を詰め込んだアタッシェケースを見つめて言った。

「見学をお許し頂ければ、お互いに実りある研究ができるかと──はい、ぜひご検討を──では、後ほど」

　三途河教授は、持てる人脈と資料を総動員して、できる限りのプレゼンテーションをした。

　そして電話を切ると、滞在しているローマのホテルから《バチカン美術館》の建物を見た。

　バチカン市国内には一般客が泊まれるホテルはない。

　バチカン市国はカトリックの総本山であり、東京ディズニーランドよりも狭い面積の世界で最も小さな独立国だ。

　周囲は高い市壁で囲まれていて、入国する人々が数時間待ちの長蛇の列を作っていた。

　すぐ目の前に見えている《バチカン美術館》には、歴代ローマ教皇の収集品が収蔵、展示されている。

　その《バチカン美術館》の百メートルほど南に位置する《バチカン機密文書館》は、ローマ教皇の私有文書館であり、閲覧の審査は厳しく、研究所の推薦状と学位がなければ通らない。

　環境省・超自然災害対策室を通せば審査は通るだろうが、それは避けたい。

　対策室には調査の目的を知られたくない。

「もうすぐだ……もうすぐ、すべてが明らかになる……必ず、この地に存在する……だから、ここまで、導かれたのだ」

　そう言ってアタッシェケースを開けた。

　そして三途河教授は、取り憑つかれたように資料を見つめた。

　それはロズウェルで見付けた銅鏡だった。

　対策室の命令に背き、処分せずに隠し持っていたのだ。

　三途河教授は、銅鏡の放つ妖気が殺生石の足取りに沿って流れていると仮説を立てた。

　それによって、ネバダ州の〝エリア51〟に向かい、その後にアメリカの秘密機関を転々とした。

　国家機密の壁は厚かったが、正確な記録が欲しいわけではないので構わない。

　殺生石の足取りが予想できれば充分だ。

　動かした者を想定して妖気の方角を辿れば、経由地が推測できる。

　最後は、霊的な危険物としてローマカトリックに保管される所までは追えた。

　その最終地点は《バチカン美術館》と《バチカン機密文書館》だ。

　そこでは貴重な資料が多数公開されているが、公開されない極秘の品物も多数保管されている。

　殺生石はそこにあるに違いない。

　１９９９年の８月、世界各地で超自然災害が頻発する直前、バチカン市国は日食に見舞われていた。

　古来、日食の光は〝穢れ〟と言われている。

　皆既帯から少し外れたこのあたりは、日食の光に照らされていた。

　それによって殺生石が活性化して、妖力が広がり、各地での超自然災害の引き金になった可能性がある。

　日本でも、殺生石に由来する中級悪霊カテゴリーＢ・牛蒡ごぼう種だねの出現によって手練れの退魔師が負傷している。

　銅鏡の妖気はバチカン市国の方を向いている。

　バチカン市国に銅鏡を持ちこめば、もっと正確に位置が分かるはずだ。

　しかし、一般人として入国するとＸ線荷物検査で見つかり、怪しまれる。

　研究機関として正式に許可を取り、研究資料として持ちこむ以外にない。

　やっと関係者とコネクションがつながり、顔合わせができるところまで来た。

　まだ最深部には行けないが〝関係者〟としてバチカン市国内に入る事まではできる。

　三途河教授は期待に胸を躍らせた。

　もうすぐ長年追い求めていた物が見つかると。

　しかし、それは教授の意志だけではなかった。

　銅鏡から漏れる妖気が彼にそう思わせていた。

　その妖気の影響を受けているのは三途河教授だけではなかった。

　その地に住む人ナラザル者たちも、その悪しき波動に誘われて目覚めようとしていた。




　　　　×　×　×




「ただいま……」

　部屋に戻って来たカズヒロは恐る恐る室内を見回した。

　やはり父がいなくて、安心した。

　カズヒロは十三歳になったが、まだ父が怖かった。

　父は変わってしまっていた。

　以前は無口で研究熱心な学者だったが、年々性格がきつくなっていた。

　三年ほど前にロズウェルで遺物を発見し、対策室に調査を打ち切られた頃からだ。

　よほどショックで心が荒れているのだろうと思った。

　でも心の傷が癒えなかったのか次第に怒りっぽくなり、家族を顧みず研究に没頭する事が多くなった。

　カズヒロが少しでも研究の邪魔になると激しく怒った。

　そして、退魔師としての修行を強要した。

　修行に専念させておけば仕事の邪魔にならないとでも思ったのだろうか。

　もともと気が弱く、人との接し方が得意ではないカズヒロにとって、怖い父と話すのは辛く、逆らう事はできなかった。

　ただ、言いつけ通りにひとり巫蠱術の修行に専念するしかなかった。

　そんなカズヒロをいつも母が優しく包んでくれていた。

　雪世は父の研究を手伝う傍ら、少しでも時間がとれると一人になりがちなカズヒロの事を大切に気づかってくれていた。

　今日は父が重要な人と会う約束があると言うので、母はカズヒロとカフェで時間を過ごしてくれた。

　陽が落ちてから、また食事をしていないかもしれない父のために、簡単に食べられるスップリーライスコロツケを買って帰った。

　ホテルのロビーに戻ったところで、母の携帯が鳴った。

　おそらく、外出している父からの連絡だ。

　電話越しとは言え、母が父に怒鳴られるのを聞くのは辛い。

　カズヒロは雪世を残して先に部屋に戻った。

　テイクアウトの包みを置くと、机の上のアタッシェケースに気がついた。

　超自然災害対策室の特注品で、霊的なシールドが施してあると言う。

　研究資料が入っていて、父が大事にしている鞄かばんだ。

　中身は見せてくれないし、カズヒロも父に怒られるのが怖くて訊ねなかった。

　いつも肌身離さず持ち歩いているのに、今日は部屋に置いたまま出かけている。

　カズヒロはアタッシェケースの中が気になった。

　三途河家は退魔師の家系で、カズヒロも〝見える〟者だった。

　その潜在能力は婿養子の父よりも強かった。

　そのカズヒロの霊的な感覚は、アタッシェケースにずっと何かを感じていた。

　いったい何が入っているのだろう？

　もし、開けたら父は怒るだろう。

　いや、開けた事が分かるだろうか？

　それより、きっと鍵かぎがかかっている。

　だから、開けようとしても大丈夫だ。

　でも、もし鍵がかかっていなかったら？

　カズヒロは、恐る恐るアタッシェケースに手を伸ばした。

　そして、錠前に触れた。

　その時、カズヒロは妖気を感じた。

　カズヒロは気配の方向に注意を向けた。

　見ると、窓枠の外に大きな芋虫のようなものが張り付いていた。

　その頭部は人間の頭に似ていて、大きく見開いた眼でカズヒロを見ていた。

　ラルヴァと呼ばれる悪霊だ。

　生前に悪い行いをしたために成仏できなかった人間で、夜中に徘はい徊かいし、生者にとりついて精気を吸って殺してしまう。

　人間由来の低級悪霊カテゴリーＤに分類される屍鬼である。

　ラルヴァは窓を破ると部屋に侵入してきた。

　カズヒロは逃げようとしたが遅かった。

　振り向くと、カズヒロの背後にもラルヴァが現れていた。

　アタッシェケースの中身が放った妖気に惹かれて集まったのだ。

　ラルヴァたちは破れた窓や、入り口の扉から次々と部屋に入ってきた。

　そしてカズヒロと、傍らのアタッシェケースをギョロギョロとした眼で睨んだ。

　カズヒロは戦慄した。

　ラルヴァの一匹が尺取り虫のように体を曲げたかと思うと、バネのように弾けてカズヒロに跳びかかった。

　ラルヴァの大きな眼が一瞬でカズヒロの目前に迫った。

　その時──飛来した影がラルヴァに命中する。

　退魔手裏剣が刺さったラルヴァは、空中で浄化され霧散した。

「カズヒロくん！」

「お母さん！」

　現れた雪ゆき世よは、手にした退魔手裏剣を次々と放つ。

　ラルヴァたちは真言が刻まれた棒手裏剣に貫かれると、次々と浄化されて霧散した。

　しかし、窓外に集まった新しいラルヴァが、次々と壁を登って侵入してくる。

　退魔手裏剣を投げ尽くした雪世は、印を結んで念じた。

　すると──蟲が集まった。

　空からは羽虫が。

　側溝や、換気口や、下水道から、様々な害虫や毒虫が。

　いったいどこにこれだけの虫が生息していたのだろう、大量の蟲があっという間に集まった。

　毒虫たちは、まるで蟻が獲物にたかるように、悪霊たちにまとわりついた。

「カズヒロくん、早く！」

　雪世はカズヒロの手を引いて逃げた。

　二人して廊下に飛び出した瞬間、雪世は足を止めた。

「お母さん……？」

　母はカズヒロを見るとゆっくりと、首を振った。

　そして、その場に膝ひざを折った。

　見ると、母の胸から何かが生えていた。

　雪世の胸は、ラルヴァが伸ばした肢あしに背中から貫かれていて、床はおびただしい量の血で濡ぬれていた。

　血流が止まると、急速に脳が活動を停止して意識が消える。

　雪世は脱力して床に崩れた。

「お母さん!!」

　カズヒロは母を抱き起こした。

「お母さん……お母さん……お母さん……！」

　もう既に亡なき骸がらだった。

　術者が死ぬと、集まった毒虫たちは力を失い、ラルヴァたちが動き始めた。

「お母さん……お母さん……！」

　悪霊たちが毒虫を払い、蠢うごめいているのにも構わず、カズヒロは母を抱いて呼び続けた。

　屍しかばねの頭をした芋虫が、人の精気を求めて集まってくる。

　カズヒロは、応えないヒトガタを抱きしめて呼ぶ事しかできなかった。

　自分が濡れる血の温度が熱かった。

　母を呼んでいるうちに、悲しみで何も分からなくなった。

　分からないまま、ただ母を呼び続けた。

　そしていつしか意識が飛んだ。

　カズヒロの悲鳴のような叫び声がこだまする。

　そして蒼あおい光が舞った。

　間近に迫ったラルヴァが蒼い光に包まれたかと思うと、動きを止める。

　次々とラルヴァが蒼い蝶に包まれる。

　カズヒロの叫びに応えた青い蝶の群れは、ラルヴァにまとわりついて動きを封じた。

　蒼い光の塊が苦しみ悶もだえてもんどり打つ。

　しばらく床の上で跳ねるように悶えた芋虫型の蒼い光は、突然動きを止めた。

　バッ！　蒼い蝶は一斉にラルヴァから飛び立った。

　瞬間──ラルヴァたちは無数の破片に千切れて飛んだ。

　蒼い蝶の群れは、主を案じるかのようにカズヒロの上を舞っていた。

　母の亡骸を抱いたカズヒロは、悪霊がすべて霧散した事も知らず、気絶したまま一週間のあいだ目を覚まさずにいた。




　事件の翌朝の新聞には、邦人がホテルで強盗に遭い殺されたというニュースが載った。

　そして小さく、害虫の大量発生と、ローマでは珍しいモルフォチョウの群れが目撃された事件が、温暖化と異常気象の問題にこじつけられて小さく書かれていた。
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　三み途と河がわマサヒコ教授は日本大使館に呼び出された。

　妻が強盗に殺された件だろう。

　本当は悪霊に襲われたのだが、それは知らない事になっている。

　表向きは、一介の学者として行動しているからだ。

　実際は、環境省・超自然災害対策室のエージェントだが、今は対策室の命令とは別の行動をとっている。

　殺生石の追跡を続けている事を対策室には知られたくない。

　三途河教授は、自分がローマにいる事すら知られたくはなかった。

　先日は審査の面談のために、怪しまれないよう手ぶらで外出し、あの事件が起きてしまった。

　中身を知られるのは好ましくないが、同様の事件が起きては困る。

　教授は、研究資料のアタッシェケースを持って日本大使館を訪れた。

　大使館で三途河教授にコンタクトをとったのは、なぜか防衛庁の人間だった。

　池いけ尻がみと名な告のったその男性は、思いも寄らぬことを言った。

「あなたが米軍の心霊兵器の実験を追っていたのは知っています」

「そんな事実はありません」

　教授の言葉は本当だった。

　確かに、ロズウェル以降米軍の足取りを調査していたが、追っていたのは殺生石であって、米軍の実験に興味はなかった。

「我々は協力しあえると思うんです。まだ試作品なのですが」

　池尻はそう言って、機械で出来た水中マスクのようなものを渡した。

「これは？」

「興味をもって頂けると思います」

　三途河教授は、その機械を手に取ってしばらく眺め回すと、なんとなく理解し、スイッチを見付けてオンにした。

　瞬間、嫌な波長が放出されるのを感じた。

「これは面白いものを作りましたね」

　三途河教授は、その機械でできた水中マスクを顔に当てて覗いてみた。

　マスクの中はモニター画面だが、何も映っていなくて真っ暗だった。

　教授があたりを見回すように首を振ると、画面に時々ぼんやりと電光が現れる。

　自分のアタッシェケースの方を見ると、うっすらと、虹にじ色の霧が漏れて漂うような電光が表示された。

「こんなものができる世の中になったとは。やっと二十一世紀らしい未来を見ましたよ」

「霊体捜索スピリチユアル装置シーカーと呼んでいます。霊的な力場を可視化する装置です。原理は単純で、暗視装置ノクトヴイジヨンの光電子増倍管を光子のかわりに霊子で作動するようにしたものです」

「これがあれば普通の人間でも霊が〝見える〟ようになるわけですか。退魔師は用済みだ」

「奥様が亡くなられた日、お泊まりのホテルに悪霊が集まっているのを確認しました」

「これを使って見ていたのですか？」

「あっという間の出来事で、どうする事もできませんでした。心からお悔やみ申し上げます」

「それで、私にどうしろと？」

「防衛庁に新しい組織が設立されました。その名も、超自然災害対策『本部』」

「どこかで聞いた事のある名前ですね」

「１９９９年の８月を皮切りに各地で頻発した超自然災害に対して、防衛庁は何もできませんでした。国を守る組織としてこれは看過できない。しかし、常人では〝アレ〟を見る事すらできない。回ってくるのは環境省の尻しり拭ぬぐいばかり。〝アレ〟の被害を事件や事故に見せかける隠いん蔽ぺい工作です。我々はその専門組織、通称〝掃除屋〟と呼ばれていました」

「それが気に入らなくてコレを作ったってわけですか」

「今までは環境省の超自然災害対策室がその任を担っていたわけですが、いささか陰陽師とのコネクションが強すぎる。それが気に入らない政治家が多いのです」

　陰陽師は古来、日本の政まつりごとを霊的な側面から左右してきた。

　明治時代に表舞台から去る事になったが、裏ではまだ力を持っていて日本の政治に対して霊的な指導を続けている。

　そして、それを邪魔だと思う政治家も少なくなかった。

「環境省の対策室を立ち上げた室長は陰おん陽みよう師じ、土つち御み門かど家けの直系にあたる帝みかど家けだ。メンバーに分家の退魔師が多いのは当然だ」

「そこで、防衛庁に新たに同様の組織を立ち上げるに至ったわけですが、まだ人員が足りていません」

「私に協力しろと」

「協力し合うのです、お互いに。教授は環境省から研究調査の中止命令を受けていると聞いております」

　その中止命令のために、教授は隠れて調査を続ける事になった。

　そのせいで妻を失ったとも言えなくは無い。

　妻が殺された騒動で、バチカン機密文書館で資料を閲覧する審査も危うくなっていた。

「教授は〝見える〟かたではありますが、直系の血筋ではありません。三途河姓はご結婚後のもの。環境省に義理立てして研究を中止する必要はないかと思います」

「私の研究があなた方の利益になるとは限りませんよ」

「それは構いません。他に利益になる研究が生まれるかもしれません。大切なのは多様性です。即戦力も大切ですが、基礎研究も大切です。どちらか一方だけでは長続きしません」

「なるほど。理解しました」

「お力添えいただけますか？」

「宿題を終わらせてからにしたい」

「お手伝いしましょう。私も学生時代はよく友人にノートを貸したものです」

「写したいノートがあります」

「見せてもらえるよう頼んでみましょう」
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　三み途と河がわ教授とその息子カズヒロは、バチカン市国内に入った。

　イタリアに入国している時点でパスポートはいらないが、一般人が市壁の内側へ入国できるゲートは《バチカン美術館》と《サン・ピエトロ大聖堂》に限られている。

　三途河親子はホテルを出ると、市壁の東を半周し、観光客と巡礼者が入場待ちをしている《サン・ピエトロ広場》の前を通過して、聖職者の宿泊施設である《聖マルタ館》側のゲートから関係者として入国した。

　そして、職員に連れられてバチカン市国内を縦断して、《バチカン図書館》の隣にある《バチカン機密文書館》に向かった。

　書棚の総延長が八十五キロメートルにも及ぶ機密文書館の巨大書庫は、ローマ教皇の私有文書館であり、何世紀にもわたる教会の公文書や手紙が保管されている。

　地動説を唱えたガリレオ・ガリレイの異端審問の記録や、マリー・アントワネットの獄中からの手紙、アドルフ・ヒトラーがかわした手紙なども収められている。

　この巨大書庫は歴史を保存する巨大なタイムカプセルだった。

　文書は教皇の死去七十五年を経過しないと一般には公開されない。

　殺生石がバチカン市国内に持ちこまれたのは《ロズウェル事件》の１９４７年から世界中で心霊災害が発生した１９９９年までの間のどこかのはずだ。

　仮に１９４７年だったとしても、当時のローマ教皇ピウス12世の死去から数えると、２０３３年までは公開されない。

　ヨハネ・パウロ２世の頃なら、２０８０年以降だ。

　そんなに待つつもりはない。

　三途河教授は目的とはまったく異なる研究テーマを偽装して入国を試みた。

　なぜなら殺せつ生しよう石せきのありかを確認すること「だけ」が目的ではないからである。

　むしろ殺生石とは関係のない人間を装いたい。

〝問題〟が起きた時に疑われるからだ。

　閲覧の審査は研究所の推薦状と学位がなければ通らない。

　三途河教授は防衛省・超自然災害対策「本部」から来た池いけ尻がみの協力によって、宗教と歴史を専門とする研究所からの推薦状を得た。

　今まで審査が通らず難航していたのが、今度はすんなりと通過した。

　事件の後に子供を一人ホテルに残して仕事に出る事もできないということで、息子のカズヒロを連れて入国する事になった。

　三途河教授はカズヒロを職員に預けると、許可をもらった文書の閲覧に向かった。

　隠し持った銅鏡の妖気は増している。

　殺生石はここにあるに違いない。

　しかし、妖気がどの方角を向いているのか分からない。

　文書館全体を指しているようだった。

　殺生石がどこにあるのか突き止めたい。

　しかし、職員が同行しているために勝手な行動を取ることもできず、三途河教授は苛立ちながらも、予定通り興味のない文書の閲覧に向かった。
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　三み途と河がわカズヒロは、機密文書館の隣にあるバチカン図書館で一人、父の帰りを待っていた。

　バチカンでは数少ない女性職員が相手をしてくれたが、他人と接するのが得意でないカズヒロにとってはかえって苦痛だった。

　言葉が分からないふりをして、会話を断った。

　時間をつぶせるようなものは持っていないので手持ち無沙汰だが、一人でいるのは慣れている。

　母が生きていた時も、父の手伝いが忙しい時はずっと一人でいた。

　しかし、手が空いた時は必ず、母はカズヒロの相手をしてくれていた。

　その優しい母はもういない。

　カズヒロは一週間ものあいだ眠ったまま目が覚めなかった。

　母が悪霊に殺される悪夢から目覚めた時、それは夢ではなく現実だと知った。

　病院で目覚めたカズヒロは、警察の事情聴取に対して起きた事をすべて話した。

　窓から入ってきた悪霊に襲われ、自分を助けてくれた母は悪霊に殺されたと。

　当然ながら、警察は子供の妄想だとかたづけた。

　退魔師である父は信じてくれたが、それ以上は人には言うなと言った。

　母を失って、カズヒロはすべてを失ったような気分だった。

　カズヒロは、世界最古の図書館の高い天井に描かれた宗教画をじっと眺めていた。

　図書館と言っても、そこは数々の宗教画と彫刻が飾られたとても荘厳な場所で、まるで宮殿のようだ。

　立ち並ぶ木製の書架も豪華な装飾が施されている。

　どの書架も背が高く、最上部は梯はし子ごがなければ大人でも手が届かない。

　そんな書架が広いフロア一杯に並んでいて、そこにぎっしりと書籍が収められている。

　それが何部屋もあるのだ。

　一生かけてもすべてを読む事はできないだろう。

　それは、本というものがまだ家具だった時代からの貴重な歴史的コレクションだ。

　じっと見つめた天井の絵に吸い込まれそうに思った時──カズヒロは妖気を感じた。

　それが、どこから流れてきたのか分からない。

　母を失った時に感じた妖気と似ている。

　カズヒロは恐怖を感じた。

　またアレが来る。

　ラルヴァのギョロリとした眼を思い出した。

　思わず、カズヒロは走り出した。

　職員が止める声も聞こえなかった。

　あの、死の淵ふちから覗くような眼をした恐怖を思い出した。

　そして、自分にかかった母の血が熱かったことを思い出した。

　カズヒロは父の姿を探して走った。

　どこをどう走ったのだろう。

　広い書庫の書架の間で声が聞こえた。

「何を探しているの？」

　その声にカズヒロは足を止めた。

　見ると、書架の間に人影があった。

　そこには日本の平安時代の衣装、十じゆう二に単ひとえを着た美しい女性がいた。

「私がみつけてあげましょう。何が欲しいの？」

　蘇す芳おう色の唐から衣ぎぬを羽織った女性は、優しく声をかけた。

「何でも言って。あなたの望みをかなえてあげる」

　その面影はどこか母に似ている気がした。

「お母さん……」

　父を探していたはずなのに、思わず母を求めた。

「そう。お母さんに会いたいの。それなら容易い事」

「会えるの？」

「ええ。あなた次第で」

「どうすればいいの？」

「私の望みを叶えて」

「あなたの望み？」

　カズヒロが見つめると、女性はふっと姿を消した。

　驚いたカズヒロが辺りを見回すと、遠く先の書架の間に女性の姿があった。

「待って！」

　カズヒロは女性のもとに駆け寄った。

　すると、女性は再び姿を消した。

　そして、また別の場所に現れた。

　カズヒロは女性の姿を追って走った。

　母に会えると聞いて夢中になって追った。

　どれほど走っただろう。

　気がつくと、そこは今までとは違った風景だった。

　スチール製の書架とキャビネットが並ぶそこは、近代的な雰囲気で蛍光灯の照明もある。

　にもかかわらず、そこに並んでいるのは非常に古い文書ばかりだ。

　酸化した紙の匂いがする。

　そこは、機密文書館の〝別館〟だった。

《ピーニャの中庭》の地下に掘られた総延長四十三キロメートルの書架を持つ地下書庫だ。

　女性はカズヒロを誘うと、再び消えた。

　カズヒロは女性の姿を探した。

　女性が消えたあたりを見回すと、そこで気になる遺物を見付けた。

　それは古文書の棚の中で一つだけ異彩を放っている、現代的なジュラルミン製のケースだった。

　父のアタッシェケースと同じ匂いがする。

　カズヒロはそのケースを見て直感的に思った。

　このケースの中身が自分を呼んだのだと。

　カズヒロはその大きなジュラルミンケースを棚から出した。

　ずっしりと重かった。

　そして、床に下ろすと恐る恐る開けた。

　鍵はかかっていなかった。

　ケースの中には、緩かん衝しよう材ざいの発泡ウレタンに守られた赤い小石が一つ、鎮座していた。

　その手前に刀が一振り。

　右側には宝玉。

　左側には、読めない文字が刻まれた石板が入っていた。

　カズヒロはその赤い小石に惹かれた。

　どうしてか分からないが、その石の放つ微かな光がとても美しく思えてしかたなかった。

　カズヒロは思わず石に手を伸ばした。

　そして石に触れようとした、その時。

「カズヒロ！」

　声に驚いたカズヒロは手を引っ込めた。

　振り向くと、そこには父がいた。

　カズヒロのもとに歩み寄った三途河教授は、いきなりカズヒロの頰を張った。

「勝手な行動をするな！　私の邪魔をする気か！」

　カズヒロが言い訳をする前にもう一発殴った。

　倒れたカズヒロは、口の中で鉄の味がしていた。

　三途河教授は開け放たれたジュラルミンケースを見て更に怒鳴った。

「ここのものに勝手に触るな！　やっと中に入れたというのに、許可が取り消されたらどうする気だ！」

　教授は慌ててケースを元に戻そうとした。

　しかし──ケースの中に気付いて手を止めた。

「お前……どうしてこれを……」

　殴られて朦もう朧ろうとしているカズヒロは、応える事ができなかった。

　そんなカズヒロを余所に、三途河教授はケースの中を見て我を忘れていた。

　そこには〝刀〟と〝宝玉〟と〝石板〟で妖気を封印された、小さな赤い小石が一つ収められていた。

　殺せつ生しよう石せきである。

　本来なら〝石板〟ではなく〝銅鏡〟で封印されるべきものだ。

　天あまの叢むら雲くもの剣つるぎ、八や尺さか瓊にの曲まが玉たま、八や咫たの鏡かがみの三種の神器をなぞった、〝刀〟と〝宝玉〟と〝銅鏡〟である。

　しかし、ロズウェルでのトラブルで銅鏡を紛失してしまったため、代わりに十戒を刻んだラピスラズリの石板で代用したのだろう。

　三種の神器をカトリック圏の技術で再現しようとして、旧約聖書の出エジプト記における〝アロンの杖〟と〝マナの入った金の壺〟と〝十戒の石板〟でなぞったのだ。

　それでも奇跡的に封印を構成できていたのだが、完全ではなかった。

　１９９９年の日食の影響で一時的に封印にほころびができたのだ。

　あの時期は、地球を中心にして太陽系の八つの惑星が十字に並ぶグランドクロスという珍しい配置になっていた。

　その影響もあるかもしれない。

　殺生石の妖気が漏れ出して、各地で心霊災害を誘発したのだ。

　それをきっかけに三途河教授が原因を探りはじめ、そしてついに殺生石のあるこの場所まで辿り着いた。

　もしかしたら、ロズウェルでの落雷事故すらも殺生石の影響だったのかも知れない。

　殺生石のもとに誰かを呼ぶために。

　そう──目的を果たすための誰かを。

「見付けた……ついに見付けた！」

　三途河教授は興奮して、殺生石に見入った。

　長年探し求めていたそれは、何ら特別な警備もなく、他の遺物と同じように棚で眠っていた。

　膨大な数の重要な聖遺物を保管しているここでは、極東の島国の小さな石の重要性は低いのだろうか。

　ジュラルミンケースには特に鍵がかけられているわけでもなく、見張りがついているわけでもない。

　それは、この場所が限られた人しか入れない巨大な金庫のようなものだからだった。

　金庫の中に金庫は必要ないのだ。

　三途河教授は殺生石がここにある事を確認して、自分の考えが間違っていなかった事を確信した。

　殺生石は長年にわたって日本で封印され、保管されていた。

　それを戦後の混乱期に日本を統治していたＧＨＱ連合国総司令部が発見して、アメリカ合衆国に接収したのだ。

　そして米軍は各地の研究施設で殺生石の調査を始めた。

　しかし１９４７年、空輸途中に輸送機が落雷事故に遭い、ロズウェルのフォスター牧場に落としてしまったのだ。

　ロズウェル陸軍飛行場の職員が殺生石と広範囲に散乱した封印を回収したが、銅鏡だけは発見できなかった。

　封印を再構成しなければ長距離の輸送は危険だ。

　しかし、ロズウェル陸軍飛行場はＵＦＯ事件の噂で注目されてしまい、銅鏡の捜索はままならなかった。

　数年間手間取った末に、聖職者が十戒の石板を代用する事によって、封印の再構成に成功した。

　そして、封印が再構成された殺生石は、グルーム・レイク空軍基地ができた１９５５年以降のどこかで、ネバダ州に運ばれた。

　グルーム・レイク空軍基地はネバダ州の、後に〝牧場ランチ〟とか〝エリア51〟などと呼ばれるようになる地域にあった。

〝エリア51〟は、テレビや映画の中ではＵＦＯや宇宙人を研究している極秘機関のように言われているが、現実には高高度偵察機やステルス機などの極秘計画の開発実験場である。

　そしてそこには、敵軍から鹵ろ獲かくした兵器を研究するチームがあった。

　米軍は、日本から持ち出した殺生石を軍事転用できないか研究するため、グルーム・レイク空軍基地に運び込んだのだ。

　しかし、殺生石を人の手でコントロールする事はできず、研究を断念した。

　むしろ殺生石の妖力は非常に危険なもので、軍のノウハウでは管理しきれないとわかった。

　そして最終的に、カトリックの総本山であるバチカンで保管される事になったのだ。

　それが殺生石の足跡の全ぜん貌ぼうだ。

　三途河教授はその赤い光に眩げん惑わくされ、恍こう惚こつとした表情で言った。

「すべて、これで終わりだ」

　ゆっくりと指を伸ばすと、殺生石の表面に触れた。

「そして、ここから始まる」

　三途河教授の眼に、何か人とは違う色が見えた。

　そこに職員たちの足音が聞こえた。

　三途河教授はケースを閉じて棚に戻すと、倒れていたカズヒロの手を取って立たせた。

　そして、駆けつけた職員に頭を下げた。

「申し訳ありません、ウチの子がご迷惑をおかけしました。どなたかを先日の強盗に見間違えたようで、怖くなって逃げたそうです。ほら、謝りなさい」

「ご……ごめんなさい」

　カズヒロには父に逆らう選択肢はなかった。

　職員は、神の慈悲を理由に許してくれた。

　しかし、今日の古文書の閲覧は早々に切り上げる事になった。

　目的は果たした。

　もう、ここに来る必要はない。

　三途河親子がバチカン市国から出国しようとした時──二人の前に職員とともに数名の警備員が立ちはだかった。

「どういう事ですか？」

「持ち出したものを返して頂ければそれで結構です。何も咎とがめはしません」

「私は何も持ち出してなんかいません。それは誓約書にも書いたはずだ」

「あなたが立ち寄った場所で紛失したものがあるのです」

「私は知らない。それは初めからなかったものではないか？」

「調べれば分かるんですよ」

「では調べて下さい。何もやましいことはありません」

「お子さんもですよ」

「ええ。この子にも何も持たせていません」

　教授とカズヒロは別々の部屋に連行され、取調べを受けた。

　警備員が教授の荷物を調べたが、教授が持参した銅鏡以外は大した物は入っていなかった。

「これは何ですか？」

「中国に立ち寄った時の土産です。欲しければ差し上げますよ」

　念を入れて美術館に設置してあるＸ線検査機まで使ったが、荷物からは何も出て来なかった。

　教授とカズヒロは衣類だけでなく、文字通り全身を調べられた。

「ここでは肩や膝すら肌を晒さらしてはいけないと聞いていましたが？」

「それは善良な旅行者の話です」

　二人はローマの病院に移送されてレントゲン検査まで受けさせられた。

　麻薬や金槐の密輸犯が密輸品を飲み込んだり、直腸に入れたりして体内に隠す事は珍しくない。

　二人のレントゲン写真には胃にも腸にも何も見つからなかった。

　職員たちは訝いぶかしんだが、二人にはまったく問題が見つからなかった。

　三途河親子は警察署で一晩かけて取り調べを受けた後、翌日の午後にやっと解放された。

　ただし、嫌疑が晴れるまで勝手に出国しないよう注意をされた。

　教授は解放されるなり、防衛庁のエージェントに携帯電話をかけた。

「三途河です。日本に戻る足をお願いします」

「研究はもうよろしいのですか？」

「はい。もうここには用はありません」

「すぐに手配しましょう。特別な手荷物は？」

「特に何も。妻の遺骨だけです」

「おや。何か成果を手に入れたのかと思いました」

「はい。手に入れましたよ。大きな成果を」

　教授が電話をかけている傍ら、カズヒロはただ呆然と立ち尽くしていた。

　色々な事がありすぎて心身ともに疲れ切ったカズヒロは、もう歩く気力もなかった。

　反対に、三途河教授はいつになく活発なように見えた。

「腹が空すいた。カズヒロ、何か食べよう」

　ここのところずっと食べる事に興味を示さなかった三途河教授が、珍しく空腹を訴えた。

　手近な店に入ろうとしたが、イタリアではこの時間帯は昼休みだった。

　多くのレストランは夕方になるまで開かない。

　観光客向けのカフェなら開いているが、もう食べ飽きた。

　教授はホテルに戻ってルームサービスを頼むと、アタッシェケースから銅鏡を出した。

　カズヒロは最初それが何だかわからなかったが、見覚えのある緑色の円盤に三年前を思い出した。

「お父さん……それ、処分したんじゃ……」

「ああ。処分するよ。こんな邪魔なものは」

　三途河教授は、銅鏡に退魔手裏剣を突き立てた。

　厚い青銅でできているはずなのに、それはまるでガラスのように砕けて割れた。

「私はすべてを理解した。もう何も必要としない」

　割れた青銅の断面は金色に輝いていた。




　　　　×　×　×




　航空自衛隊Ｃ─１３０Ｈハーキユリーズ輸送機が、日本に向かって飛行していた。

　イラク＝クウェート間で物資輸送任務に就いていた、イラク派遣仕様の水色迷彩の機体だ。

　サマーワで人道復興支援に就いていた陸上自衛隊の三等陸曹・観かん世ぜトオルは、交代要員と入れ替えに日本に帰国する所だった。

　通常なら政府専用機のボーイング７４７か、チャーターされた民間航空機を使うはずだが、なぜか今回は航空自衛隊の輸送機による帰国となった。

　上層部が、何か特別な物資を輸送するために、一時的に自衛隊機を日本に帰還させるという噂で、そのついでに、空いてる席に帰国組の一個小隊が詰め込まれたということらしい。

　しかし、それらしい物資を積み込んだ様子はなかった。

　三人ばかり民間人らしい客を乗せているが、見た所ＶＩＰというわけでもなさそうだった。

　とんだとばっちりだ。

　幅三メートル、長さ十二メートルの貨物室は、断熱材パックが剝きだしの壁にロングシートをつけただけのような作りで、防音はなおざりで騒音がうるさい。

　椅子もキャンプ用の折りたたみ椅子のように、パイプに布とネットを張っただけの代物だ。

　〇・八気圧に与圧されているだけマシという程度の乗り心地である。

　しかもクウェートから日本まで直線距離でも八千キロメートルもあり、Ｃ─１３０Ｈハーキユリーズの足では経由地で給油しながら三日ほどかかる。

「輸送機で海外は疲れるな」

　ターボプロップの金属音が響く中、トオルが愚痴ると席の隣で春日かすがナツキが応えた。

「私は嫌いじゃないよ。トイレ以外は」

　確かに、ここのトイレは女性向きではない。

「ほめる所なんてあるか？」

「天井が高いし、前の座席が気にならない。好きなだけ脚を伸ばせる」

「エコノミーばかりに乗ってるからだろ」

「旅行した事ないでしょ。いくらすると思ってるの？」

「グリーン車とは違うのか？」

「笑われるよ」

　トオルと同じ三等陸曹の春日ナツキは、軽口を叩き合う程度にはトオルと気が合うようだった。

　それは任務中、同じ班の班長と副班長であったからだけではなかった。




　観かん世ぜトオルは〝見える〟者だった。

　子供の頃から霊が見えていた。

　それが当たり前だったので、別に霊を怖いと思う事はなかった。

　他の人より〝死〟という事象が身近に思えていた。

　それ故に、他の人と違って〝死〟を本能ではなく、理屈によって避けていた。

　人の〝死〟を避けたい──それが、復興支援に志願した理由でもあった。

　サマーワは非戦闘地域と言われているが、攻撃がないわけではない。

〝国家による戦闘攻撃〟がないと言うだけで、弾は飛んで来る。

　そしてその弾がいつ自分に飛んで来るかわからない緊張が、寝ている間も含めてずっと続く。

　そんな状態で給水活動や土木工事をするのだ。

　普通の人間なら神経がすり減ってしまう。

　しかしトオルはどこか達観していて、常に冷静でいられた。

〝死〟との距離感が人と違うのだろうと思っていた。

　しかし一つ、大きな思い違いがあった。

　任務についたトオルは現地で様々な霊を見た。

　霊は死んだ瞬間の姿でいる者が多い。

　そして現地で見た霊の姿は、みな凄せい惨さんなものだった。

　銃で撃たれた霊。

　爆撃で死んだ霊。

　地雷で死んだ霊。

　手や脚を失った霊。

　頭が無い霊。

　躰が裂けている霊。

　中には形容しがたい姿の霊も少なくない。

　今の日本では見る事の少なくなった姿ばかりだ。

　大戦直後ならあり得るだろうが、今では多くが成仏している。

　今は迷う者も少なく、迷っても病死か事故死で、戦地ほど損傷の酷い遺体は少ない。

　しかし、ここは違った。

　トオルは兵士だけでなく、女性や子供の犠牲者の霊も数多く見た。

　中には戦闘に巻き込まれたわけではないと分かる霊もいた。

　銃弾や爆弾で死ぬだけでも残酷なのに、人間の手で直接殺された姿は更に凄惨だ。

　それらの霊が自分の事を見ている。

　こちらから見えているのが分かるのだろうか？

　しかし自分にはどうする事もできない。

　いたたまれなかった。

　そして見えているのは自分だけで、他の隊員には見えていないという現実も厳しかった。

　誰にも相談する事はできない。

　自分一人でその重い心を背負わなければいけない。

　トオルは見えないふりをしながら、ただ任務をこなす以外になかった。

　そんな中、副班長の様子がおかしいのに気付いた。

「春日かすが三曹。何か問題でも」

「いえ……何も」

　ナツキの返事は、何か無理をしているような声だった。

「食事をとっていないように見えるが」

「体調に問題はありません。ご心配なく」

「気候か？　暑くても食わないと保たないぞ。脱水症状にもなりやすい」

「はい……気をつけます」

　おそらくストレスだろう。

　派遣部隊は武器を持たされていても、攻撃は許されていない。

　あくまでも護身用のお守りだ。

　仮に引き金を引く事があったとしても、先に敵から撃たれた後の正当防衛に限られている。

　撃たれた後で生きている保証はない。

　敵の弾が外れる事を祈るだけだ。

　幸運なことに、今のところ継続した攻撃はなく、襲撃は散発的な発砲があるだけだ。

　戦闘状態に発展する事はなく、警戒だけで収束している。

　銃撃があると、隊員たちの間に一斉に緊張が走るが、今までナツキは比較的冷静な素振りを見せていた。

　ずいぶん肝が据わっていると思っていたが、やはり無理をしていたのだろう。

　ここにきて限界が来たのかもしれない。

　ナツキは休憩時間に一人で遠くを見つめていた。

　トオルはナツキに歩み寄ると、鉄製の空薬莢を一つ渡した。

「これは？」

「ここで拾ったＡＫの空薬莢だ。ベルダン雷管だから再利用できない完全な使い捨てだ」

「それが何か？」

「弾たま除よけのお守りだ」

「お守り？」

「セミの抜け殻に二度とセミが帰って来ないように、弾が出ていった抜け殻だからもう弾は帰って来ない。これを持っていれば弾に当たらない」

「自分は、そういった迷信は信じていません」

「ああ。俺もだ」

「馬鹿にしてるの？」

「そう見えるか？」

「最低」

　そう言ってナツキは顔を背けると、また遠くを見つめた。

　元気付け方を間違えたと思ったトオルだが、ナツキがずっと一点を見つめているのに気付いた。

　それは、空爆で半壊した学校の校舎だった。

　ここを補修して復旧するのが、今のトオルたちの任務だった。

　建物は崩れ、その外には瓦礫となった学習机と椅子が積み上げられている。

　その机の傍らで、一人の少女が泣いていた。

　少女の姿は血に濡れていた。

　霊だ。

　ここが空爆された時は政府が軍事拠点に使っていたため、教師と生徒は全員無事だったと聞いている。

　見ると、彼女の怪我は爆撃ではなく、銃創のようだった。

　地上軍が進撃した時の戦闘か、それとも翌日の反政府暴動に巻き込まれたのだろうか。

　きっと、この学校に思い入れがあってやってきたのだろう。

　彼女は、知恵の輪のように絡まって積み上げられた机の山を見て、ずっと泣いていた。

　なぜか、ナツキもずっと机の方を見つめていた。

　その瞳は涙で濡れていた。

　トオルはつぶやいた。

「あきらめろ」

「え……」

　ナツキは、何を言われたのか分からないようだった。

「今生きている人間が、今生きている人間のために生きる。それが俺たちにできるすべてだ」

「分かってる、そんなの……でも……」

　トオルはおもむろに少女の霊に向かって歩きだした。

「観世三曹……！」

　思わずナツキは止めようとしたが、どう言って良いかわからず、躊ちゆう躇ちよした。

　少女の霊はトオルが近付いてくるのに気付いて、顔を上げた。

　彼女は、自分の事が見える人間に驚いたようだった。

「この国の祈り方は知らない。でも」

　トオルは腰を落として、少女と目の高さを合わせた。

　そして、手を合わせて拝んだ。

「すまない。君に何もしてやれなくて。代わりにここを直す。次の生徒のために」

　言葉は違うが、想いが通じたのだろうか。

　少女は泣き止みはしなかったが、少しだけ落ち着いたように見えた。

　ナツキは恐る恐る訊ねた。

「見えるの？」

　トオルは振り返ると、苦笑いで答えた。

「偉そうなことを言って悪い。俺もここに来て吐いたんだ。何度も」

「最低」

　ナツキは涙のまま少し笑った。

　自分以外にも〝見える〟人間がいると分かり、二人とも少し落ち着いた。

　トオルの所属する小隊と現地の作業員が校舎の補修をしている間、少女の霊はずっと遠くから工事を見ていた。

　二人にはそれがかえって励みになって、現地の困難を乗り切る支えになった。

　そして工事は終わり、竣しゆん工こう式しきを迎えた。

　トオルとナツキが完成した校舎を見て回ると、教室の一つで少女の霊が席についているのを見付けた。

　一人、誰もいない教室で、ただ静かに座っていた。

　きっと、生前はあの席だったのだろう。

　トオルがそう思いながら見ていると、突然ナツキが教室に入った。

「春日三曹！」

　止める間もなく、ナツキは教壇に立った。

「はい、みんな席について！　授業を始めます！」

　ナツキは少女の霊に向かって、大げさに身振り手振りをしながら言った。

「私の名前は、ナツキ！　春日ナツキです！　日本から来ました！」

　少女の霊は言葉が分からないのか、じっと見ているだけだった。

「私はあなたの、ト・モ・ダ・チ、です！　わかるかな？」

　少女の霊は、ただじっと見つめていた。

「やっぱり……わかんないかな……」

　ナツキは気まずそうに照れ笑いをして見せた。

　すると──

「[image: サデイーカ]サデイーカ」

　少女の霊は一言、〝友達〟と言った。

「そう、正解！」

　ナツキは笑顔で拍手した。

「よくできました！」

　トオルもつられて、戸惑いながら拍手した。

　少女の霊は静かにナツキの事を見つめた。

　少し笑ったように見えた。

　そして──

「[image: シユクラン]シユクラン」

　一言お礼を言うと、その姿が薄くなった。

　そして、少女の姿は小さな光の粒に分解すると、風に舞うように消えた。

　生徒のいなくなった教室に、拍手だけが残った。

　拍手が消えると、静寂だけが残った。

「あの子……学校に通えなくなったの、未練だったのかな」

「かもな」

「学校が直って。こんな適当だったけど、授業して。それで満足できたのかな」

「かもな」

「それで、迷うのやめて、召されたのかな」

「かもな」

「それじゃ、これって私たちが彼女に〝天国への階段〟を買ってあげたってわけだよね！」

「何だそれ？」

「レッドツェッペリン」

「何だそれ？」

「もういい」

　二人は他にいくつかの施設の復旧に関わり、そして一年の任期を終えて帰国の途についた。




　海上を飛行していた輸送機が、乱気流を通過した。

　その機体の揺れで、トオルの向かい側の座席で眠っていた三途河カズヒロが目を覚ました。

　カズヒロは父と一緒に、日本に帰国するところだった。

　旅客機と違って天井に収納棚はない。

　旅行荷物は、小隊の荷物と一緒にネットとラッシングベルトで床に固定していた。

　雪世の遺骨と、霊れい璽じの包みだけはカズヒロが大切に膝の上に抱えていた。

「やっと日本に帰れるよ、お母さん」

　イタリアではまだ火葬は一般的ではなかった。

　長くイタリアが国教としていたカトリックでは、この世の最後の日に死者が墓からよみがえり神の裁きを受けるものとされていたたため、火葬は禁じられていた。

　教会が火葬を認めるようになってから四十年ほど経ち、いくらかは火葬が増えてきたが、それでもまだ土葬が主流である。

　雪世を日本で葬りたいが、教授の研究が大詰めだったため、帰国は難しかった。

　そこで、現地で火葬して、遺骨を持ち帰って墓に納める事にしたのだった。

　事件の後、一週間眠り続けたカズヒロが目を覚ました時、母はすでに遺骨になっていた。

　カズヒロは骨ほね食はみの儀で、一かけ母の遺骨を食べた。

　自分の中に母が生き帰った気がした。

　バチカン市国を訪れて所蔵品盗難の嫌疑をかけられたあと、三途河親子は防衛庁の池いけ尻がみの手引きでローマ県グイドーニア・モンテチューリオ空軍基地に向かった。

　池尻の権限なのか、身元確認もそこそこに基地内に入ると、そこには自衛隊の水色の輸送機が待っていた。

「快適な旅とは言えませんが、ウチの飛行機なんで誰にも邪魔はされません。何より面倒な手荷物の検査が省ける。出国手続もね」

　機体の壁に並んだ座席は、進行方向に対して横向きに座るので、離陸すると体が横に傾く。

　カズヒロは離陸の間ずっと、隣の席の父にもたれかかっていた。

　父の体はなぜか冷えていて冷たかった。

　輸送機はアリバイ代わりに、自衛隊の人道復興支援の帰国組を一個小隊だけ乗せて、日本を目指した。

　人見知りなカズヒロは自衛隊員たちを避けて、ずっと父の横で小さくなって座っていた。

　隊員たちも三途河親子について余計な詮索はしないようだった──一人を除いて。

「日本が恋しい？」

「え……」

　カズヒロが顔を上げると、髪の長い女性が微笑みかけていた。

　その胸元には空薬莢のペンダントが下がっていた。

　カズヒロは目を逸らすと、戸惑いながら答えを返した。

「海外が多かったので……あまり日本は覚えてません……」

「そう。じゃ、気に入るといいね、日本」

「はい……」

　カズヒロは目を逸そらしたまま応えた。

「それは？」

　ナツキはカズヒロが抱えている包みを見て言った。

「これは……お母さんです……」

「そう……。ご挨拶してもいい？」

「はい……」

　ナツキはカズヒロの抱いた包みにしばらく手を合わせた。

　そして、目を開けて訊いた。

「お母さん、好きだった？」

「はい……」

「優しかったんだ」

「はい……」

「そう。残念ね……」

「はい……」

「ウチの子に構うな」

　隣の席から三途河マサヒコ教授が睨んだ。

　帽子で目元を隠していたので眠っていたように見えたが、聞いていたのだ。

「失礼しました」

　ナツキは渋々と自分の席に戻った。

「お前も……軽々しく人と話すな……」

「はい……お父さん……」

　そう言って父の顔を見ると、気分が悪いのか顔は青ざめていて、額には脂汗が滲んでいた。

「お父さん……気分が悪いの？」

「何でもない……気にするな……」

　席を立ってストレッチをしていた池尻も教授の様子に気付いたようで、近くに来ると顔を覗き込んだ。

「教授、いかがなされました？」

「問題ありません……平気です」

　池尻はエンジンの騒音に逆らって、同乗している小隊に叫んだ。

「誰か〝診察のできる者〟はいるか！」

　すると、一人の隊員が答えた。

「自分が！」

「運がいい。このかたを頼む！」

　自衛隊には、他国軍の衛生兵メデイツクにあたる隊付きの軍医がいない。

　まったくいないわけではないのだが、隊員数に対して極端に少なく、分隊や班に同行している事は稀まれだ。

　実戦に赴かないので、隊員はモルヒネどころか麻酔や痛み止めの携帯もなく、戦地での戦傷救護能力は低い。

　防衛庁は使わない置き薬を買っておくほどの予算は与えられていないのだ。

　幸いな事に、この機にはイラクで医療支援を行っていた医官が同乗していた。

　医官は医療キットを開いて、三途河教授の診察を始めた。

　体温を測りながら食事やアレルギー、病気や入院の履歴を聞いたが、体温は三回測り直した。

「三佐。問題が」

　三佐と呼ばれた池尻が応えた。

「どうした？」

「体温計が壊れています」

　そう言って見せた体温計は、二十三度だった。

「気温じゃないのか？」

「眼を見せてください」

　そう言って、医官は教授の下した瞼まぶたに指を当てた。

　そして、ペンライトで瞳どう孔こうを照らした瞬間──教授はペンライトを手で払い飛ばした。

「やめろ……私に構うな……！」

「教授！」

「私は平気だ……こんなものは、すぐ……」

　言いかけて、教授は突然その場で腰を折った。

　そして息を詰まらせた。

「こちらへ！」

　旅客機ではないのでエチケットバッグは装備されていない。

　教授を後尾のトイレに連れて行き、吐かせようとした。

　そこはカーテンの仕切りしかなくて、プライバシーはないに等しいが、看病には良い。

　ちょうど洗面台の高さにある簡単な便器に教授を屈み込ませると、医官は周りの隊員に声を掛けた。

「誰か毛布を！　患者を寝かせる場所を作っ──」

　医官の言葉が止まった。

　見ると、三途河教授の片手が医官の首をつかんでいた。

「うるさい……だまれ……」

　ゴッ！　鈍い音と共に、医官の頭を便器に突っ込んだ。

　一瞬の事だった。

　医官の躰はイビツな形で頭を便器に突っ込んでいた。

　あきらかに脛けい骨こつが折れている。

「教授、何を！」

　三途河教授は池尻を片手で払いのけた。

　池尻は、貨物室の後部から前方のバルクヘッドまで弾き飛ばされた。

　それは華きや奢しやな学者とは思えない怪力だった。

「大丈夫ですか！」

　ナツキは目前に飛んできた池尻に駆け寄った。

　観世トオルが池尻の飛んできた方向を見ると、三途河教授の躰から強い妖気が放たれているのが見えた。

　教授の近くにいた隊員たちが、教授を取り押さえようと駆け寄る。

「ダメだ！　近付くな！」

　トオルが叫ぶと同時に、三途河教授は懐から退魔手裏剣の束をつかんで、一動作で周囲に投げた。

　手裏剣は正確に心臓を貫き、隊員たちはバタバタとその場に倒れた。

　三途河教授は真言が刻まれた棒手裏剣を両手に構えると、他の隊員たちを牽けん制せいした。

　三途河教授の傍らにいたカズヒロは、父の異変に気付いた。

　父の額に、見覚えのある赤い石が光っていた。

「お父さん……それは……」

「言っただろう。全て理解したって」

　その眼には人ナラザル者の色が宿っていた。

　そして、全身から強い妖気を放っていた。

　それは、母が悪霊に襲われた時に感じたのと同じ妖気だった。

　危険を感じたカズヒロは、咄嗟に自分の退魔手裏剣を構えた。

「親に刃物を向けるのか？　悪い子はお仕置きだ」

　教授が一瞬肩を揺すったように見えた。

　その一瞬で放たれた退魔手裏剣がカズヒロの左目を刺した。

「うわぁぁああああ！」

　カズヒロは目を押さえて叫んだ。

「修行が足りんぞカズヒロ。私がもっと鍛えてやる」

　そう言って、三途河教授はカズヒロの髪をつかんだ。

「その子を放せ！」

　隊員が遠巻きに教授を取り囲んだ。

「それは無理だ。なぜなら、この子はもう私の一部だからな」

　そう言って、三途河教授は激しい妖気を放ち始めた。

　ちょうどその時、操縦室では操縦士パイロツトと副操縦士コ・パイロツトが、風防バイザーにゴミが付いたのに気付いた。

　高度一万メートルでゴミが飛んで来るなどあり得ない。

　まるで雨が降り始めたように、窓のゴミがぽつぽつと増え始める。

　よく見ると、それはぶつかって潰つぶれた羽虫だった。

　前方に突然、大きな黒雲が現れた。

　それは羽虫の大群だった。

　黒雲は一瞬で目前に広がると、風防バイザー一面を真っ黒に覆いつくした。

　四発のアリソンＴ56ターボプロップエンジンが大量の羽虫を吸い込んで火を吐く。

　コンソールパネルで無数の警告灯が点灯した。

　貨物室では、三途河教授の放つ妖気が〝見えない〟隊員たちが、教授を取り押さえるタイミングを計っていた。

　教授は人ナラザル者の眼で笑みを浮かべると、妖気の力を増した。

　ただ二人、妖気が〝見える〟トオルとナツキは危険を感じて思わず叫んだ。

「そいつに近寄るな！」

「みんな下がって！」

　ドン！　その二人の声が爆発音によって搔き消されたかと思うと、目の前が霧に包まれた。

　爆発で機体に穴が開いたため、急減圧で気温が下がり、空気中の水蒸気が飽和したのだ。

　与圧された機内が「一瞬で」高度一万メートルの気圧に下がると、爆発的減圧によるショックが起きる。

　気圧変化に耐性がない者は圧外傷で意識を失った。

　鼓膜が破れたり、咄嗟に息をとめたために肺胞が破裂して血を吐く者もいた。

　運が良いことに、トオルとナツキは減圧の瞬間に指示を叫んでいたため、ダメージを免れた。

　口を大きく開けていると耳の内圧と外圧が平衡して、爆発の圧力で鼓膜が破れるのを防ぎ、声を出していると肺の内圧が抜けて、急減圧で肺を傷めるのを防ぐ効果がある。

　次の瞬間、貨物室を満たしていた霧が機外に吸い出されて消えると、後部の貨物扉カーゴドアと傾斜路カーゴランプが破壊されて大きく開いていて、そこから空が見えていた。

　貨物室の後部にいた隊員は、減圧の気流に巻き込まれて機外に放り出されていた。

　そしてそこには、大きな黒い影が蠢いていた。

　それは、巨大な蟲のような化物だった。

　機内に突然現れた巨大な魔物を見て、トオルとナツキは驚いた。

　霊を見たことはあっても、悪霊は見たことがなかったのだ。

「何あれ……」

「武器だ！」

　咄嗟に二人は操縦室に向かった。

　Ｃ─１３０Ｈハーキユリーズの貨物室と操縦室は、左さ舷げんの狭い階段で繫がっている。

　貨物扉カーゴドアからの距離と、階段の狭さが気流の抵抗になって、わずかに減圧速度が緩やかになったおかげか、操縦室の乗員は四名とも意識があった。

　咄嗟に緊急用酸素マスクをつけるよう訓練されている操縦士パイロツトは、速度超過で空中分解しないよう可変ピッチプロペラを風車ウインドミルポジションでエアブレーキの代わりにし、フラップをフルダウン、着陸脚を下げて空気抵抗を最大にして、急降下を開始した。

「Maydayメーデー, Maydayメーデー, Maydayメーデー! Zero Fife One Zero Eight Tree, Zero Fife One Zero Eight Tree, Zero Fife One Zero Eight Tree!」

　機体は救難信号を発信しながら、人間が活動できる気圧の高度三千メートルを目指して急降下する。

　機首を下げた事で横に傾斜した階段を、ナツキが駆け上がって操縦室に飛びこんだ。

　派遣機は確か、有事の際に備えて銃器を積んでいたはずだ。

　万一、戦地に墜落した際に身を守るための保険だ。

「銃はどこ！」

　様々な警報が鳴り響く中、酸素マスクを付けた機上整備員フライトエンジニアが答えた。

「そこに89が！　後ろで何が！」

「テロよ！　交戦中！　酸素貸して！」

「これを使え！」

　機上整備員フライトエンジニアは自分のマスクを外すと、緑色の酸素シリンダーとセットで渡した。

　ポータブルの緊急酸素マスクキットで、十五分ほど純酸素を吸える。

　気圧が低いと酸素が足りず、激しい行動ができない上に思考力が落ちる。

　機上整備員フライトエンジニアは、今この瞬間の緊急性は、自分よりもテロリストの制圧の方が優先度が高いと判断したのだ。

　最悪の事態でも、操縦士パイロツトの意識さえはっきりしていればなんとかなる。

　ナツキは折曲銃床の89式小銃と酸素マスクを階段に投げた。

　それを受け取ったトオルは、即座に貨物室に取って返した。

　操縦士パイロツトが背中で叫ぶ。

「急降下中！　二分で気圧が回復する！」

　ナツキも小銃を一丁持って初弾を装塡すると、奥の航フライト法ナビゲ員ーターに叫んだ。

「酸素、もう一つ！」

「持ち場がある！」

「二分我慢して！」

　押し問答している時間はない。

　航フライト法ナビゲ員ーターは舌打ちすると、自分の緊急酸素マスクを渡した。

　マスクの酸素を大きく吸ったナツキは、斜めになった階段を駆け下りる。

　貨物室に戻ると、酸素マスクをつけたトオルが小銃で魔物を狙そ撃げきしていた。

　弾数に余裕はないし、周囲には味方もいる。

　機体に流れ弾を当てたくない。

　トオルはセミオートの速射射撃ラピツドフアイヤーで的確に弾を命中させていた。

　しかし、巨大な魔物に効いている様子はなかった。

　急降下中の貨物室は、魔物のいる後尾が坂の上に位置している。

　魔物は昆虫のような甲殻と、刺とげを持った肢で、隊員を突き刺しては振り回した。

「全員さがれ！　こっちだ！」

　トオルが叫んだが、隊員たちは戸惑うばかりだった。

　魔物が見えていないのだ。

　武器も防具もない隊員たちは、仲間が宙を舞って床にたたきつけられて死んでいく様にどうする事もできなかった。

「ソイツに近付くな！　こっちへ！」

　急減圧で耳をやられた隊員には声が届かず、遺体だけが坂になっている床をトオルの足下まで転がってきた。

　トオルが魔物の肢を狙撃すると、肢は砕けて折れるが、散った破片が妖気によって集まってすぐに再生する。

　巨大な蟲の形をした魔物は、小さな羽虫の集合でできているようだ。

　ギギギギと魔物は不快な鳴き声をたてると、まだ動く事に慣れていないのか、ゆっくりと前に下りて来た。

　トオルが魔物を狙撃する度に、いったんは羽虫が散るが、妖気がすぐに羽虫を集めて再生する。

「無駄だ。銃じゃ足止めにもならない」

　観世トオルは毒突いた。

「あの光る霧のような力が、ヤツを再生しているんだ」

　霊体捜索スピリチユアル装置シーカーをつけた池尻が魔物を見て言った。

「君はアレが見えるのか？」

「何ですか、アレは？」

「まさか、カテゴリーＡと遭遇するとはな」

「カテゴリーＡ？」

「超自然災害と呼んでいる」

「何それ！　要するに悪霊でしょ！」

　ナツキの問いに答えず、池尻三佐は武器を求めて機内を見回した。

「武器は？　もっと強い武器は積んでないのか？」

「全部イラクです」

「イラク？　何でイラクに？」

　池尻三佐は酸素不足で思考が遅くなりはじめていた。

　そんな池尻の問いに答えず、ナツキは銃声に逆らってトオルに叫んだ。

「どうやれば倒せるの、アレ？」

　トオルは弾を撃ち尽くすと、遊底の下がった小銃を下ろした。

「倒せる気がしない」

「じゃあどうするの？」

「機外に捨てる。弾と酸素をくれ」

　ナツキはトオルに小銃ごと渡した。

「タイミングは？」

「まかせる」

「了」

　ナツキは大きく一息吸うと、自分の緊急酸素マスクを外してトオルに渡し、操縦室に駆け込んだ。

　それを尻目に、池尻は訊ねた。

「どうするつもりだ？」

「一気に片を付けます。手伝ってください」

　トオルは、床に荷物を固定しているラッシングベルトを弛ゆるめ始めた。

「おいおい、ベネチアの土産が入ってるんだぞ」

　池尻は文句を言いながらベルトを外すのを手伝った。

　操縦室に駆け込んだナツキは、操縦士に叫んだ。

「機首を上げて！」

「まだ高度が高い！」

「いいから早く！　全員死ぬわよ！」

　やむなく、操縦士は操そう縦じゆう桿かんを引いた。

　空荷のＣ─１３０Ｈハーキユリーズは運動性が高い。

　積載能力二十トン分の翼面荷重と、強靱な機体強度を使って、一気に機首を引き起こした。

　Ｇを感じたトオルは隊員たちに叫んだ。

「全員、つかまれ！」

　命のある隊員たちは、各々に手近な引っかかりに摑まった。

　輸送機が機首を上げると、魔物は後ろにつんのめった。

「くたばれ！」

　池尻が最後のベルトを解いて荷物を蹴けり出す。

　荷物の塊は、坂になった輸送機の床を勢いよく滑り落ちると、魔物に衝突した。

　魔物はその重さで機外に向けて押し出された。

　しかし──魔物は傾斜路カーゴランプで、無数の肢を引っ掛けて止まった。

「くそっ！」

「まだだ」

　トオルはナツキにもらった酸素シリンダーを魔物に向けて投げつけた。

　そして、魔物の胴体を射撃した。

　魔物の胴体は被弾したが、やはり羽虫になって散るだけでダメージはない。

　そこに、トオルが投げた酸素シリンダーが飛びこんだ。

　瞬間──トオルは小銃をフルオートに切り替え、酸素シリンダーを射撃した。

　無数の完全フルメタル被甲ジヤケツトされた五・五六ミリ小口径高速弾頭が、魔物の体内で酸素シリンダーに命中する。

　軽量アルミ製の酸素シリンダーは被弾すると、一気に高圧純酸素を噴き出した。

　純酸素は支燃性が高い。

　無数の羽虫でできた魔物の体内に高圧純酸素が広がった状態は、混合火薬と同じだ。

　そこに、被弾したシリンダーの金属が火花を放った。

　爆燃。

　魔物の胴体が爆発した。

　巨大な蟲は悲鳴のような叫びを上げた。

　そして、荷物の重さに耐えかねて機外に放り出された。

　機外に飛び出した瞬間、魔物は風圧で砕けた。

　そして無数の羽虫の粒となって空に散った。

「作戦終了！」

　トオルが叫ぶ。

「了！　機首を下げていいわ！」

　ナツキが操縦室に伝達すると、輸送機は水平飛行に戻った。

　トオルは池尻に尋ねた。

「あの親子は何だったんですか？」

「環境省の拝み屋だった……」

「環境省？」

「ああ……それがどうして……」

　池尻は薄い空気で息を切らしながら答えた。

　トオルは、機首が下がっていないのに気付いた。

「高度を下げないのか？」

　階段を下りてきたナツキが答えた。

「下げたくないみたい」

「どういう事だ？」

「エンジンがダメだって」

　ターボプロップエンジンは、ジェットエンジンと同じ原理で回っている。

　大量の羽虫を吸い込んだアリソンＴ56エンジンは、四発とも停止していた。

　タービンブレードの隙間を大量の虫の死骸が塞ふさいでしまったのだ。

　急降下中はプロペラをエアブレーキ代わりに使っていたのだが、機首を上げた時にはもう回転せず、推力が生まれなかった。

　再始動を試みても動かない。

　幸い、補助動力装置ＡＰＵによって、操縦のための電力と油圧は維持できている。

　こうなったら、少しでも高度を利用して、滑空距離を稼がなければならない。

　空気が薄くてもすぐには死なないが、海上に不時着した後の救助が遅れれば、死の確率は上がる。

　たとえわずかでも陸地に近付いておきたい。

　海の真ん中で動力を失ったＣ─１３０Ｈハーキユリーズは、巨大なグライダーとなって滑空した。




　その貨物室の隅に、一匹の蒼い蝶がとまっている事に気付く者はいなかった。
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解説






　初監督作品は圧倒的な経験不足で、何もわからないまま、ただただ終わっていきました。監督とは名ばかりで、大事な情報はシャットアウトされ、意見も聞いてもらえず、何より自分自身が何を作りたいのかもわからず……かなり苦い経験でした。もう二度と監督なんかできないだろうし、やりたくもないと思っていましたが、気が付けば15年。なんとかまだ監督業に留とどまっています。

「喰霊-零-」は自分の監督作の三本目にあたります。初監督作品で学んだ経験を活いかし、自分のイメージを形にするため、アイデアラフをたくさん書きました。プロデューサーにどんな情報も、仮にそれがマイナスの内容であっても、隠さずこちらに通してほしいと伝えました。また、件くだんの初監督作品は内容をめぐって演者とのトラブルがあったので、それを避けるため、積極的に演者とコミットすることにしました。連絡先を交換したのは「喰霊-零-」が最初で今のところ最後ですね。演者の皆さんとは未いまだに連絡を取り合っています。

「喰霊-零-」はありがたいことにご好評をいただき、放送終了後にＯＶＡの続編企画が立ち上がりました。内容は黄泉の幼少期を描く前ぜん日じつ譚たん。いわば「喰霊-零-」の「-零-」（ややこしい）。打ち合わせを重ね、脚本作業も進み、バトルフィールドに予定していた軍艦島にもロケハンに行きました。しかし、その後、残念ながら企画は中止になり、アニメーションコンテンツとしての「喰霊-零-」は終了しました。今から約10年前の話です。

「喰霊-萌-」はその時の脚本をもとにした小説です。ＯＶＡ企画が中止になり、宙に浮いた脚本は自分も気がかりでした。力作でしたから。タイトルは当時、高山さんが命名したものですが、自分は「萌」という単語に抵抗感があり、正直「あとで変えよう」と思っていました……それはさておき。これはいわば高山さんの小説版「喰霊」。10年経って、当時の脚本からブラッシュアップした内容は、自分が見てもとても新鮮でした。読者の皆様にも是非楽しんでいただけたら、と思います。





「喰霊-零-」監督　あおきえい　　









　私からは小説の中身というよりも「喰霊-零-」がアニメ化され今回の小説に至るまでの話をしたいと思います。

　ちょうどアニメが放送される１年ちょっと前の２００７年に、来年アニメ化できる企画を探していました。各編集部を回ってアニメ化できる原作を３、４つほど獲得できました。出版社の中に映像の部署があるとはいえ、当時出版社が幹事となってアニメを作るのはメジャーではなかったことから、自由に原作を選んでアニメ化することはなかなか困難でした。いいなあと思う原作でも他メーカーに許諾されることも多く、何度も忸じく怩じたる思いをしました。そんな中で３、４作品を獲得できたのはとても運がよかったです。原作はそれぞれバラエティに富んでいて、どれも魅力的でした。

　当時アニメ制作会社のアスリードでは、新しい企画を開発すべく企画定例会を実施していました。そしてようやくその会に提出できる原作が用意できて意気揚々と会に参加しました。定例会にはあおき監督、脚本家の高山さんなどその後、「喰霊-零-」のメインスタッフになるクリエイターたちが集まっていて、早速提案させていただきました原作を吟味していくことになりました。

　選ばれたのは当時流行りのＰＣゲームでした。ちなみに「喰霊-零-」はアニメ化への難易度が高いということで真っ先に選択肢から外れたのでした。

　こうして別タイトルのそのＰＣゲーム原作でアニメ化を進めるべく、関係各所との打ち合わせをスタートさせたのですが、当時のＰＣゲーム会社さんは皆さん、アニメにもとても精通し詳しい方ばかりでなかなかハードルが高く、私たちスタッフでは結局満足されずに成立しませんでした（後にこのＰＣゲーム作品は別のスタジオさんでアニメ化されて物議を醸しました）。

　このＰＣゲーム原作のアニメ化が上手くいかなかったことから定例会を再開させてもう一度企画会議を進めました。私はあらためて前回持ち込んだ原作を並べました。もちろん、そこには「喰霊」も入っていました。前回真っ先にアニメ化から外された作品ですが、何か胸騒ぎがして、ダメ元で入れました。あらためて持ち込む際に私はあることを考えていました。それは、結果としてあおき監督と同じ考え方でした。もし、この考えが一致しなかったら今度こそ取り下げようと思っていましたが、幸い、一致したことで正式に「喰霊」をアニメ化することになりました。

　今思うと、「喰霊」は２回の偶然が重なって生まれたのでした。それは奇跡に近い偶然でした。以降、私はこの偶然を生かしていくべく、当時の上司に「一度利益を考えずに自由に作らせて欲しい」と懇願し、了解を得て作品創りに没頭していきました。

　結局、アスリードとＡＩＣスピリッツ（当時）の２社で制作するというとても大変な作業に直面し、気力も体力も限界に達するまで疲弊しました。

　それでも最後まで走り切れたのは原作の瀬川先生、あおき監督始めシリーズ構成、脚本の高山さん、キャラクターデザインの堀内ほりうち修おさむさん、アスリード代表の平松ひらまつさん、ＡＩＣスピリッツ（当時）の松埼さん、現トロイカ代表の長野ながのさん他、多くの皆様の多大なるお力添えがあったからです。もちろん、水みず原はら薫かおるさん、茅ち原はら実みの里りさんを中心としたキャストの皆様のお力も忘れていません。今でもキャストの皆様とは交流があり、よくしていただき感謝でいっぱいです。

　こうして走りきったＴＶアニメ「喰霊-零-」は再びＯＶＡという形で再始動したのですが、長崎県軍ぐん艦かん島じまのロケハンから帰ってきた私たちを待ち受けていたのは非情にもＯＶＡの企画中止の知らせでした。結局ＯＶＡは日の目を見ることなくスタッフは解散し、それぞれの道を歩んで行きました。

　しかしながら「喰霊-零-」はその後の遊戯機化の成功、Blu-rayBOX化を経て、再び「小説」として蘇よみがえってきました。

　私は執筆された高山さんから原稿をいただいた直後、そのすべてをプリントアウトしましたが、あらためてその紙の重さに充実感を覚えるとともに、感慨深い気持ちになりました。

　今回ご拝読いただきました読者の皆様にもぜひこの気持ちを味わっていただきたく筆を取った次第です。

　最後に、あの定例会の時、あおき監督と一致した『考え』ですが、それは原作では描かれていない「諌山黄泉がいかにして悪霊になったか」をアニメで描いたらどうか、という考えだったかと記憶しています。

　それでは皆さん、ようこそ！　再び「喰霊-零-」の世界へ。ぜひ楽しんでいってください。





「喰霊-零-」プロデューサー　伊藤いとう 敦あつし　　
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